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：畫

^'
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欲
る
に
十
九
世
親
葉Q-fn

典
派
經
濟
學
者
、
例
へ
ば
セ
ィ
、
リ
ヵ
H

■の

如

き

：̂

、

恐

慌

否

な

正

確

に

は

不

況

の

問

題

を

經

驗 

獎
豸
力
ら
激
識
S
.象
に
®
•め

T
祝

一

般
を
现
論
的
に
取
极
は
ん
と
し
た
フ
と
の
‘點
に
積
極
性
が
認
め
ら
れ
る
が
フ
同
^
て
^
等
ま
均 

.
傭
酒
論
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こ
れ
に
反
し
、

マ
ル
サ
ス
、
.特
に
古
典
派
最
後
の
經
濟
學
箸
と
看
做
さ
れ
る
ミ
ル
に
於
て
は
、

一
方
忆
於
て
恐
慌
乃
至
不
況
の
問
題 

を
經
驗
對
集
か
ら
麗
對
象
に
高
め
る
と
同
時
に
、
他
方
セ
ィ
、
I

I
ド
ォ
の
如
べ
均
衡
理
論
か
ら
出
發
し
乍
ら
も
、
.
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變
化
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.用
ひ
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:1
1
乃
至
本
況
0.
.:看
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釋
し
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こ
.の
點
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等
.0
擯
極
性
を
認
め
得
^
^
^
^
^
^
^
^

な
る
貨
幣
の
側
に
求
め
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、

g

び
十
八
世
紀
の
經
濟
學
者
と
同一
立
場
に
復
歸
し
て
ば
ゐ
る
がV
旣
に
認
識
對
象
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論
的
解
明
と
し
て
ょ
り
高
い
段
陪
に
立
つ
て
ゐ
る
。
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假
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恐
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乃
至
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を
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に
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つ
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濟
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濟
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的
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め
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に
は
、
本
年
五
月
、

•1

一
十一

一
日
、
伯
林
大
學
歷
史
地
理
學
講
座
主
任
ヮ
ル
タ
ァ
•
フ
ォ
オ
ゲ
ル
敎
授
が
、
五
十
八
歲
を
以
て
逝
か
れ
た
こ
'と
を
^
じ
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居
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な
る
著
箐
に
ょ
り
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デ
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ト
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ッ
ヒ
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シ
キ
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フ
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授
の
視
質
論
文
集
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誌
上
を
飾
.る
數
々
‘の
示
唆
に
富
む
論
文
に
ょ
.つ
て
、
獨
逾
經
濟
史
界
に
貢
献
さ
れ
た
と
こ
.ろ
頗
る
多
か
つ
た 

こ
と
、
.放
て
故
に
述
ぶ
る
迄
も
な
い
。
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又
、
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九
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以
來
伯
林
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私
自
身
同
敎
授
I

勞
作
f

 

S
は
滯
獨
中
に
親
し
く‘そ
§

咳
に
接
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、
多

大

の

還

基

っ

て 

居
る
。
i

そ
の
辭
を
聞
い
て
哀
惜
の
今i

ら
れ
る
こ
I

く
な
い
も
の
が
あ
る
。
殊
に
最f

が
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
北
歐
に
於 

け
る
活
躍
の
跡
を
迎
っ
て
居
る
時
、
ス
ヵ
ン
ヂ
ナ
ヴ
‘ィ
ァ
諸
地
方
に
關
す
る
同
教
授
の
該
博
な
知
識I

起
し
て
、

S

O

I
 

に
深
い
o
.本
稿
は
同
敎
授
の
醫
に
捧
げ
る
用
意
の
下
に
書v>
*
た
も
の
で
は
な
い
が
、
中
世
北
歐
經
濟
史
硏
究
者
の
一
小
作
と
し 

て
、
•た
I

れ
だ
け
の
關
聯
か
ち
、•同
.敎
授
の
生
前
の
學
恩I

f

と
こ
ろ
t

な
ら
ば
幸
せ
で
あ
る。
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こ
の
ハ.

v

サ
Q

l
が
行
は
裳
た
根
據
と
し
て
は
、

北
獨
逸
と
諸
威
と
Q

i
的
i

、

從
っ
5

々
Q

S
輸
出
商
品
の
相
違
が

V
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ぶ
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^
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^
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繼
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1 ;
麵

_

商
人
が
靈
亿
携
へ
て
渡
っ
た
の
は
、
メ
ッ
ク

：

レ
シ
ブ
‘ル
ク
、、
シ.ユ
レ
ス
グ
ィ
ッ
ヒH
ホ
ル
シ
タ
イ
ン
、
ボ
マ
ァ
ン
、

X

ラ
ン
デ
ン
ブ 

ル
ク
等
ょ
り
產
す
る
裸
麥.

l

.

tブ
等
で
あ
っ
た
。
肌
ち
中
世
史
上
に
於
い
て
有
名
な
バ
ル
ト
海
取
部
、
即
ち
プ
ロ
イ
セ
シ

I

 

の
ポ
ォ
ラ
ン
ド
、
リ
フ
ラ
ン
ド
か
ち
の
盡
物
輸
出
は
、
主
と
し
て
十
五
世
紀
の
後
半
以
來
墙
加
し
た
の
で
あ
っ

-て
、
そ
れ
ま
で
：は
、 

ま

し

て

ウH;

ン
デ
ン
諸
.都
市
の
直
接
背
後
地
た
る
前
記
北
獨
諸
地
方
の.過
剩
■

物

 ̂

こ
Q

1方
、
i
 

•
'
.

威
に
於
い
て
は
、

十
三
世
紀
中
葉
以
後
、
厲
々
貧
農
が
商
業
乃
至
海
運
業
に
從
事
す
る
こ
と
を
禁
じ
、

‘
以
て
0

の
農
業
勞
働
力
の
不 

足
す
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
ぅ
と
し
て
居.る
.。
•然
し
？:
の
禁
命
も
效
艰
なV
、

.諸
威
國
王
乃
至
貴
族
が
穀
物
增
產
を
以
て
、
獨
逸
商
人
の 

:

一
勢
ヵ
增
龙
—

止
：せ
私
^

^

_%■
:ノ

こ

全

乂

實

皰

浓
::
¥
能
.で
：あ
ゐ
爾
^

て
常
に
.不
足
を
吿
げ
て
居
た
。
從
っ
て
こ
.の
生
活
必
要
品
を
豐
富
に
擁
す
.
I獨
逸
商
人
は
、
.諸
威
に
於
い
て
商
業
上
の
優
啻
と
な
る
機
.
 

會
を
蒽
ま
れ
'だ
の
で
あ
っ
.た
。
例
へ
ば
、.
諾
威
‘

y

於
け
る
獨
逸
商
人
の
取
引
や
特
權
の
妨
害
、H

リ
ッ
ヒ
王
の
代
官
の
海
上
掠
奪
等
を
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■直
接
の
原
因
と
し
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、
. 一
二
八
五
丨
九
四
ハ
ヰ
に
起
っ

'た
.雨
國
間
の
戰
も
、
ズ
ン
ド
海
峡
封
鎖
に
よ
る
毂
物
輸
入
杜
絕
'に
よ
っ
て
、
遂
に
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一

、諸
威
は
敗
れ
ざ
る
を
得
な
か
‘
.っ

た

こ

と

の

如

き

(

ゴ)

、

獨
逸
商
人
の
制
覇
の
根
源
を
明
か
に
示
す
も
の
で
あ
り
、

又
.當
時
、
•北
海
沿
岸 

の
諸
地
方(

英
蘭
、
蘇
蘭
、

ネ
ニ
ァ
ル
ラ
ン
-ド
等)

か
ら
の
穀
物
輸
入
が
問
題
•と
な
ら
な
.か
っ
た
•こ
と
を
物
語
っ
て
居
る
。
.

.

.

.

斯

か

る

議

は
i

i

る

義

重

董

I

I

。
醫

入

I

I

、
歐
羅
巴
大
I

大

な
魚
類
の
販
路
を
確
保
し
.て
居
る
以
上
、
他
の
諸
國
の
商
人
に
此
し
て
優
れ
た
立
場
に
置
か
れ
た
こ
と
言
を
俟
た
な
い
。
こ
の
他
方
に

於
い
てf

獨
逸
ハ
ン
ザ
商
人
.の
仲
繼
に
よ
る
魚
類
販
路
.の
.擴
大
は
、
諾
威
經
濟
に
と
っ
て
も
驻
だ
大
な
る
利
益
を
齎
し
た
。
又
そ
：の
西

< 
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-
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北
部
ノ
ル
ド
ラ
ン
ド
地
方
の
開
拓
も
、
’資
力
豊
か
な
八
ン
.ザ
商
人
の
介
入
'に
よ
0
て
始
め
て
.可
能
と
.さ
れ
た
の
で
あ
つ
太
。
た
^
こ
れ 

等
の
利
益
が
賞
現
さ
れ
る
爲
め
'に
は
、
諸
威
士
民
は
犠
牲
を
拂
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
諾
威
對
外
商
業
の
從
屬
化
で
あ
る
ハ
ろ
。
'
 

換
1言
す
れ
.ば
、
.獨
逸
商
人
の
該
貿
渴
支
顿
で
あ
る
;0
'
. 

ベ
- 

.
\ 

.

.獨
逸
商
人
.は
、
斯
く
し
.て
諾
威
經
濟
制
觀
の
可
能
性
を
現
實
化
.し
た
。
卢
の
際
こ
の
g

m
を
容
易
な
ら
じ
め
た
契
機
と
.し
て
.種

々

な 

獨
逸
广

ン
.
ザ
衮
退
期
1C

、於
け
る
.ベ
ル
ゲ
ン
の
.商
乾
，に
就
い
て
、

 

四
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六
二
七
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獨
逸
ク
ノ
ザ
霞
退
期
に
於
け
る
べ
ル
.ゲ
ン
の
商
業
に
就
や
て

■ 

四
ニ 

0

六

元

)

る
も
の
が
數

へ
ら
れ
る
。
即
ち
技
術
的
に
は
、
馨

そ
の
他
謂

妙

る

嵩

蓮送
に
適
し
た
船

舶Q

使
用
と
、
•ス
ン
ド
航
行
の
達
戎
，
於 

治
的
に
は
麗

甜

建
上
層
と
の
.連

擊

-
’そ

し

て

經

濟

的

に

は

前

記

の

坐

產

康

情

の

相
違
の
利
用
と
、ハ
ン
ザ
商
人
の
組
織=

統
制
力
の 

雞

、
そ
し
て
外
地(

簾

)

に
居
住
す
る
獨
逸
手
工
業
f

-
の
協
同
提

馨

。
し
か
も
彼
等
-ハ
ン
ザ
商
人
が
、
蔑

特
に
ベ
ル
ゲ
ン
に
於 

い

て

塵

的

簾

I

斷
し
得
た
こ
と
は
、
こ
の
地
に
於
い
て
諸
威
漁
夫
"
農
民
に
對
す
る
音
制
2

の
實
施
を
可
能
な
ら
し
め
、
 

こ
れ
が
.亦
逆
に
、
右
の
ハ
ン
ザ
-の支
配
的
地
位
を
强
化
す
る
上
に
®

だ
寄
與
し
た
の
で
あ
つ
た
。

倉

ろ

で

こ

i

に
問
題
が
起
る
。
そ
れ
は
ハ
ン
ザ
商
人
が
外
地
で
漁
業
に
關
與
し
た
の
は
、
ベ
ル
ゲ
ン
の
證
業
の
み
で
な
マ
前 

'記

東

遍

: «
の
.ヴ
ィ
ィ
ク
地
方
" 0
¥

、
亦
當
時
丁
株
領
で
あ
っ
た
シ
a
ォ
ネ
ン
地
方
の
f

、
彼
等
S

國
乃
至
そ
の
他
の
大
降
气 

部
の

諸
地
；i

K

:す
る
.と
こ
ろ
で
あ
.っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
.
.現
在
私
の
知
り
#.
る

賢

で

は

、
.
こ
れ
等
S

業
に
於
い
て
、

ハ
'ン
:
 

.ザ
：商
*

^
仕
込
制
を
;1
7
つ
'て
居
な
い
。
こ
、
に
於
い
.て
は
、
彼
等
は
單
に
普
通
の
'取
引
商
人
と
し
て
、

唐

者
か
I

れ
S

入
す
る 

I

I

つ
た
？
即
ち
ハ
ジ
ザ
商
人
は
漁
夫
を
資
金
關
係
乃
至
債
麓
老
ら
し
て
^
^

で
^

、
.こ
の
が
“

^

 

べ
.ル
ゲ
>

の
そ
れ
と
の
相
違
は
、

ー_

に
基
く
の
で
あ
る
か
。私 

は
と
の
掩
答
と
.し
て
,
、先
づ
.第
：

一

.に
、

ベ
：ル
ゲ
ー
ン
：

(

從
つ
て
西
部
諸
威)

の
特
殊
事
情
と
し
て
•

蒙

の

S

的
基
礎
の
：特
殊
性
そ
の
も 

f

.害

一

に

V

V

^

0
^
0
^
P
M
k
^

^
 

^

,
他
の
ス
ヵ
ン
ヂ
.ナ
ヴ
ィ
ァ
諸
地
に
比
し
て
最
も
完
全
に
商
馨 

占
を
行
っ
た
と̂

を
擧
げ
た
い
。
倉

に

就

い
3

旣
馨
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
馨

に

對

し

て

は、
グ
严
オ
ネ
ン
I

い
て
ハ 

ン
ザ
商
人
は
優
越
的
地
位
を
有
し
た
が
、
然

し

遵

地

.は

中

世

篇

餐
S

界
市
場
で
あ
っ
た
と
と.を
霧
せ
ね
ば
t

な
い
。
0
..

.ち
ハ
シ
ザ
以
外
の
他
國
商
人
の
介
入
，す
る
こ
と
歡
く
な
く
*
こ
れ
が
シ
、ョ
オ
ネ
ン
、に
於
け
る
丁
抹
漁
民
に
對
し
て
仕
込
制
を
行
ひ
得
な 

か
つ
た
主
因
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
一
史
に
第
三
の
事
情
と
し
て
•

»
と
_

4
に
鄭
す
る
夫
々
.の
漁
撈
技
術
'の
相
違
も
擧
げ
ら
れ
ょ
ぅ
。

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.
1
 

- 

> 

... •
 

- 

. 

—

I 

-
. 

- -
•
•■-
-
.
.
.
.
" 

:

.

當
時
の
’延
繩
女
以
て
す
る
鱗
漁
業
に
於
い
て
は
、
資
本
は
キ
ー
と
し
て
小
型
溆
船
に
對
し
て
投
ぜ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
0
點
雜
漁
業(

縱

.
 

令
そ
れ
が
定
置
漁
業
に
進
步
せ
ざ
る
段
階
に
於
い
て
'も
、

)

と
異
.る
事
情
が
布
す
る
。
.
從
つ
て
こ
の
漁
撈
技
術
の
停
滯
性
か
ら
し
て
、
次
の 

問
輝
が
ー
部
解
か
れ
る
こ
と
に
'な
る
。

.

.

.

第
二
の
問
題
と
は
、
仕
込
關
係
の
繼
續
乃
至
擴
大
化
か
ら
し
て
、
何
故
ハ
ン
ザ
商
人
は
漁
業
資
本
家
に
推
轉
す
る
と
と
が
な
か
つ
た 

の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
？〕

。
即
ちC

ン
ザ
商
人
は
.ベ
ル
ゲ
ン
の
鐽
漁
渫
に
關
す
る
限
り
で
は
、
終
始
、

利
付
資
本
と
：し
て

:
 

V

.

■

■
-

.:

.

.•

.

.■:

.:.

.

. 

'
:
- 

.

.

. 

.

.
*

.;

.::

.
;-
;■,-
, 

: 

. 

.

.

. 

■
■ 

. 

.

■'
-、.
.

 

V

 
.

.

.

.

,

JI
:

ま
り
、
そ
れ
以
上
に
出
づ
义
こ
：と
は
なか
つ
た
。
こ
の
一
因
と
し
て
、
.

右
の
_
漁
業
そ
の
も
の
が少
額
資
金
を
以
て
經
營
さ
れ
得
た 

こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
と
思
ふ
の
で
あ
'る
。
換
言
す
れ
ば
、

ハ
ン
ザ
商
人
は
直
接
生
產
に
携
は
る
ょ
り
も
、間
接
に
こ
れ
に
關
與
し
て
そ 

の
成
艰
を
利
用
す
る
商
人
と
し
て
止
ま
る
こ
と
.の有
利
な
る
を
知
つ
て
居
た
か
ら
で
あ
つ
た
と
、私
は
見
た
い
。
勿
論
こ
の
第
二
の
問 

題
は
、
.次
の
如
く
に
解
す
る
.こ
と
も
出
來
る
。
即
ち
.ハ
ン
.ザ
の
.

諸
威
に
於
け
る
商
業
、
從
.つ
て
仕
込
制
の
實
行
は
、
彼
等
に
賦
與
さ
れ 

たg

權
：に
俟
つ
と
こ
ろ
大
.で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
等
.の
活
僩
は
、
.諸
威
封
建
ト：

勝
へ
の
依
#
關
係
に
蕋
く
も
の
で
'あ
る
。
從
つ
て 

.そ
の
略
り
に
於
い
て
、
こ
の
謂
は
^
.依

存

性

か

ら

じ.で
、
利
付
資
沐
が
發
展
し
て
以
て
獨
立
化
す

>

る
こ
と
な
か
つ
.た
の
で
あ
る
と
の
解 

釋
で
あ
る
。
こ
れ
亦
私
は
肯
定
し
得
る
と
こ
ろ
と思
ふ
。
.
尙

こ

の

外

民

諸

威

政

府

當

局

に

よ

、
つ

'て
、外
國
人(

ハ
ン
ザ
商
人
を
含
む)

の
生
產
關
與
に
對
す
る
禁
令
が
存
し
た
の
で
ば
な
い
か
と
い
：4
凝
問
も
也
_
る
が
0

0
、

遺

憾

な

が

ら

現

在

の

，私

の

知

識

で

は

、

こ
れ 

〜

獨
逸
パ
ン
ザ
衰
退
期
に
-於
け
る
べ
ル
、ゲ

ン

の

商

業

に

就

い

て

四
三

(

一
六
ニ
九)

.
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獨
逸
r
ノ 

5

退
期
た
於
け
る

ベ
ル
ゲ
ン
の
商
瀠
に
歲
い
て

 

.
田
'

■

一
六
三

o)

を
明
か
.に
す
る
を
得
な
い
。
他
日
の
劳
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
で
あ
る

o 

ノ 

：

、

更
に
第
三
の
麗
ヵ
冷
す
る
。
そ
れ
は
、ハ
ン
ザ
，の.勢
力
强
化
に
資
し
た
と
い
ふ
べ
ル
ゲ
ン
の
取
則
は
、
事
實
如
何
程
の
利
益
を
擧 

げ
t
f广
の
で
あ
る
力-V

む
ふ
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
，に
關
す
る
資
料
乃
至
耶
究
の
.存
在
を
私
は
知
ら
な
い
。.た)

こ
の
問
題
の
手
懸
り
と 

し

て
’
フ

ル

ン

ス

敎

授

力

风

に

震

名

た

次

の

雾

が

意

。

一
四
〇
七
.年
か
らj

五
！
一
九
每
に
至
る
間
に
馨
狀
を
作
成
し
た
リ 

-
ベ

ッ
ク
の
べ
ル
ゲ
、

> 
航
行
者
一
四
〇
名
の
中
で
、I. |

〇
名
即
ち
七
八
K

先
代
か
ら
の
遺
產
も
な
く
單
獨
に
そ
の
塵
中
に 

畫

を
作
つ
た
者
•で
あ
つ
た
。
し
か
も
そ
の
程
度.は
-
.當
時
の
リ
ュ
ベ
ッ
ク
の
大
商
人
の
資
産
に
比
し
て.

平

均

し

，
て

中

位

の

も

の

で 

あ
つ
た
とIK

ふ
こ
と
で
t

s

。
•
.換
言
す
れ
ば
、•彼
等
は
概
し
て
貧
し
きI

か
ら
出
發
し
た
。
そ
し
て
一
般
に
、
中
位
の
資
產
狀 

態
に
達
す
る
に
止
ま
つ
た
と5

の
で
，あ
る
。
と
こ
ろ
で
こS

實
は
、
極
端
にW

へ
ば
-T

介

の

.
無

資

産

者

が

假

令

中

位

に

せ

ょ

資
 

g

者
た
り
将
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
べル
ゲ
ン
に
於
け
る
業
務
が
可
成
り
利
益
の
多
か
つ
た
も
.？

お

つ

た

矣へ
る

こ
と 

も

粜

る
し
、
逆
.に
、
こ
の
中
位
の
狀
態
に
し
か
達
し
得
な
か
つ
た
こ
と
か
ら
、ベ
’ル
ガ
ン
に
於
け
A
ノ
ル
ド
フ
ァ
ア
ラ
ァ
に
對
す
る 

“

度
が
決
し
て§

?

酷
で
は
な
か
つ
た
と
給
論
す
る
こ
と
を
も
許
す
も
の
で
t

o
從
來
行
は
れ
る
解
釋
はS

で

あ

り

、

最

近

.
コ
ォ
レ 

ン
•
ヴ
ィ
ベ
ル
ク
氏
の
說
か
れ
る
と
こ
ろ
は後
者
で
あ
る
。
.殊
に
ヴ
ィ
ベ
ル
ク
伐
は
、

.ハ
シ
ザ
が
沒
落
し
て
、
ノ
ル
ド
フ.ァ
ア
ラ
ァ
と■ 

の

収

威

市

I

の
手
に
移
つ
た
後
に
も
-
彼
等
漁
民
の
負
露

態
は
殆
ど
變
ら
な
か
つ
た
こI

指
示
し
て
、
以
て
鬚
の
ハ 

ン
ザ
商
人
に
對
す
I

f

 

f
ざ
る
こ
i

說
か
れ
て
居
？

〕

。

こQ

孰

れ

が

尋

t

か
は
、
投
下
資
本
額
f

、
そ
の
间
轉 

速
度
な
り
、.或
は
_
の
器
形
成
I

い
て
な
り
、

明
か
に
さ
れ
ね
ば
容
易
に
判
斷
す
る
を
得
な
い。

’

:

た
父
こ
、
.に
、
右
の
ブ
ル
ン
ス
敎
授
の
硏
究
Co
.成
果
は
、
同
時
に
、'
‘ベ
ル
.ゲ
ン
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
商
人
が
漁
業
資
.

化
す
る
こ
と
。

：
 

無
か
つ
た
理
山
&-
*

1
.部
分
噌
示
し
て
居
る
も
の
で
も
耖
る
七
と
.を
-
*私
は
指
摘4

た
い
。
但
し
ブ
ル
ン
ス
敎
授
の
硏
究
は
*
'リ
ユ
ベ
.

ッ
ク
の
べ
ル
ゲ
ン
航
行
衆
組
合
に
所
屬
す
る
者
，に
關
す
る
。

と
こ
ろ
で

.、

リ
t
ヘ
ッ
グ
以
外
に>
、、へ.ル
ゲ
ン
航
行
者
組
合
：が
結
成
：さ
れ

.

，た
ハ
ン
ザ
都
市
は
、
ハ
ム
ブ
ル
タ
、
ブ
レ
ヱ
メ
ン
、
ヴ
ィ
ス
マ
ァ
ル

'

ロ
ス
ト
ッ
グ
、
デ
ヴ

JC
ン
タ
ア
の
五
を
數.へ
る
0
';
.こ

れ

等

五

市
‘

..... 

' 

_: 

-

 

.

 

.

 

■

.

.

.

.

■

.

:

.

.

.

.

.の
べ
ル
ゲ
ン
商
業
に
關
す
る
硏
究
は
、
未
だ
發
表
さ
れ
.て
居
な
5
0
.從
つ
て
こ
れ
が
不
明
な
る
限
り
、
ブ
ル
ン
ス
敎
授
の
得
ら
れ
た
成
■

猓
は
、
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
べ
ル
ゲ
.ン
収
引
の
全
態
#'
を
示
.す
も
の
で
は
な
い
と
.做
ず
こ
と
も
出
來
る
が
、
，然
し
、
右
の
六
市
の
中
で
最
^

.
 

.取
く
ベ
.ル
/ゲ
ン
舳
行
者
組
合
が
成
立
.し
、
旦
.っ
べ
.ル
ゲ
ン
‘に
於
い
て
最
も
勢
力
を
有
し
續
け
た
の
は
リ
ユ
べ
ッ
ク
の
そ
れ
で
あ
っ
た
か 

&•
,
•
.
ナ
ル
'

V

ス
敎
授
の
硏
究
を
以
て
一
般
に
柙
し
迆
め
る
こ
と
は
、
過
大
評
價
と
な
る
こ
と
は
あ
つ
ゼ
も
、
尚
そ
れ
が
ベ
.ル
ゲ
ン
.の
'ハ 

ン
ザ
良
館
<0
-
取
引
.の
大
體
を
示
す
も
の
，で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
意
娘
に
於
い
て
、.
ヴT

ベ

ル

ク

氏

の

.指

摘

す

る

と
こ
.ろ
.は
肅
获
程
贬
聽
か
ね
ば
な
.ら
な
い
と
思
は
れ
る
0
_

. 

.
.

.

■ 

■ 

. 

- 

. 

. 

' 

. 

: 

:} 

.
 

-■ 

„

'然
し
こ
の
爲
め
に
は
、
，尙
次
の
事
情
も
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
そ
れ
は
、
ブ
ル
ン
ス
敎
授
.の
.調
査
の
限
界
は
、
一
五
ニ
•九
：年

で

'

- 

- 

* 

, 

• 

: 

.

^
紀
が
、
"

ゆ̂
十
六
世
：紀
0
ャ
|
->
寒
：+*
年
代
'以 ̂

.

 

濟
は
多
大
な
餘
化
を
蒙
っ
た
點
で
.あ
る
。
こ
れ
は
結
局
、
諸
威
の
輸
入
品(

穀
物)

と
轍
出
品(

魚
類〉

と
の
價
格
差
の
形
成
.に
銮
く
も
の
: 

で

あ

っ

た

。

职

ち

前

者

は

臌

貴

し

た

，が

1
後

者
.の
中
で
鯡
は
ニ
般
的
物
債
高
騰
に
比
例
し
て
.高
價
'<
?
:な
0
て
も
、
鳕
の
價
格
は
殆
ど
變
：

.

.

.
*
-

.

.

.

.

.

.
パ:•
-

-

-

.

::

.

.
-バ
-
.■-■-
.
:
.
- 

.

.

.

.

, 

. 

. 

.

.

„ 

.

■-
.
-
.
.
.
. 

.

.

.

「

-
.
-

.
.
.

.

. 

,

:

低
し
な
か
っ
.た
と
い
ふ
，事
情
で‘あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
鳕
憤
格
の.相
對
的
下
落
で'あ
り
、.
こ
れ
が
結
局
ノ.
ル
ド
フ
-T

ア
ラ
ァ
の
パ
ン
ザ

:

,

取
逸
.ハ
ン
ザ
衰
退
朋
に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ン
.の
.商
業
に
.僦
.い
，て 

.

.
四
$

<
1

六
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獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
退
期
に
於
け
る
ベ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て
,

.

四
，

J、
(

て
、
三
ニ)

商

人

に

對

す

る

霧

舂

大

し

、
又
そ
Q

I
化
を
I

る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ
.つ
た
。
然
る
に
こ
の
變
化
が
坐
じ
て
後
の
ハ
ン
ザ 

f
人
の
丨
益
の
麗
は
プ
ル
ン
ス
敎
授Q

硏
デ
は
素
ょ
り
、
他
の
方
面
か
ら
も
承
さ
れ
.て

居

な

：い
。
"
こ

の

傻

格

革

命

の

影

響

の

明

か 

と
な
り
始
め
S

に
は
、
後
述
す
I

如
く
ハ
ン
ザQ

獨
I

塞

と

は

S

I

い
I

に
轉
じ
始
名
て
居
る
の
で
あ
つ
た
か
ら
、 

.

こ
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
.、
原
資
料
•に
近
づ
く
便
宜
あ
る
北
歐
の
硏
究
諸
家
に
と
つ
て
も
、
こ
の
問
題
；の
解
明
は
容
f

こ
と

で
は
な 

:

い

.0
こ

、

に

私

と

し

て

は

、

ブ

ル

ン

ス

敎

授

の

I

は
、
ベ
ル
ダ
ン
に
於
け
ふ
，ハ
ン
ザ
&

の

一

態

容

身

へ

：
る
_

で

あ

る

美

ふ
 

.
>
.ょ
り
他
に
な
い
の
で
あ
るo

:

.

拟
て
以
上
未
解
決
の
問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
に
止
办
、
猫
は
本
稿
に
於
い
て
、
十
六
世
紀
べ
.ル
タ
ン
^

於
げ
る
：ハ
:̂
:
ザ
.商
人
の
：
 

勢

力

が

そ

の

^
■
る
へ
き
沒
落
の
扩
に 

T

M

o 

^

.
く
、
と
6
世
紀
に
於
い
て
獨
逸,
ン
.ザ
は
諸
威

の

對

外

裏

に

對
し
て
は
、
衙
庫
平
と
し

て

拔

く

ベ

か

ら

ざ

る

地

：歩

を

擁

し

：
て

居

た

。

殊
に
ベ
ル
ゲ
ン
に
於
い
て
は

，

5

 

ス
テ,

ブ

ル

市

場

で

あ

つ

た

と

矣

ら

：
、
'
更

に

I

威(=.

丁
抹)

勤 

f

 r

靡

は

.

.の
國
內
i

f

 

I
參

い

。
蓮

市

I

I

頭
l

i

强

化
l

l

:

l

f

i
棄

獲

1

1

1

る
上
に
、
.i

l

l

l

f

つ

:
:
f

そ
、
以
下
に
窺
ひ
た
い
。'.
:
換
言
す
れ
ば
、
ハ
ン
ザ
S

占
1

の
：
爲

め

の

手

f

諸

威

に

於

い

I

よ

l

s

§

あ

る

。

そ 

'
し

て

こ

I

題

に

於

い

て

.
は

，

薩

の

諸

威

自

體

t

ず

f

な
ら
な
い
の
で
あ
る
8

。 

. 

•
.

，

(

1
,

)

JI
1
稿
、
.

「

諸
威
に
於
け
る
獨
逸
ハン
ザ
の
商
榮_

主
，と
し
て
十
六
量
紀
に
至
る
迄
の
ぺ
ル
ゲ
ン
の
商
跎
に
诚
い
て
し(
臾
舉
、第
十
七
卷
第 

ニ
號
所
載)

。

.
：

： 

.

、

；

，
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.

.こ
の
點
に
關
聯
す
る
問
題
；と
し
て
、
，
べ
ル

*ヶ
シ
：史
硏
究
の
大
家
コ
ォ
レ

.ン
•ヴ
ィ
べ
ル
ク
..氏
■

(

そ
の
著
に
.Det tyske Kontor i Bergen, 

.1899 p. Bidrag, til -Bergen”
. KUIt.urhI.stoHe,

M
-.
s
s
l
. 

Bergensk..:Kulturhistorie,.. 1
9
2
r
;
'
H
a
n
s
e

.Kene.. 

o
n 

.Bergen, 

1
9
M
fc
o
.
.

.等
あ
り〕

'ユ
.、

c
l
)
.

一
四
七
六
竽
の
ベ
ル
ゲ
ン
大
火
に
ょ
っ
て
獨
迆
八
居
留
地
緯
央
の
後
、
-
ハ
ン
ザ
商
館
所
厫
の
商
人
は
、
詔
威
人
の
區
域
た
る
シ
ト
ヲ
ン
.-
ト 

.

销
■に
收
容
さ
れ
？
待
遇
さ
れ
た
こ
と
、
.

(

ニ)

ペ

ー

ゲ

シ

，市

廳

帝

は

、

.商
館
の
盛
時
の
間
ノ
.商
舱
地
域
內
に
存
し
た
こ
と
、
Q

D
リ
へ
べ
ッ
ク
の

' 

v
:v
,
;
'べ
あ
ゲ
：シ

磐

奢

の

遺

：1
1日_

|0
さ

ベ
ル
ゲ
ン
の
貧
民
'、
震

、.
ノ
ル
ド
フ
，
ァ
ア
ラ
ー
で
あ
る

.こ
，

V

が
多
い
こ
-と
等
を
指
摘
し
て
、
以
て
諾
威
土
着
人
口
が
-
獨
迆
商
人
を
單
：に
對 

:
,
:
;
',
:立

的

襲

競

淨

激

お

飧

し

悔

に

：敵
對
感
情
な
灰
衣
痛
な

:0
鉍
狍
.：ぃ
：
で

鹿

た
ど

屮

し
.て
居
.た
.の
.だ
.と
云
は-れ
.て

居

る:0
.
, 

(Walte
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 wiberg, Hanseatene o
g

w-ergen, Forholdet meliem 
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177.V.

然
し>J

れ
は
個
.々の
^̂

:■
/

■
:
#4

た
^
遨
ひ
：电
い
が';
:
'全
體
ど̂:
て
ば
、
.
系
ン
ザ

よ
っ
て
程
度
の
相
違
こ
そ
あ
、れ
無
く
な
シ
こ
.と
は
な
か
っ
た.と
、’私
は
考
へ
て
居
る
。

^

.(

4)

、前
揭
の
拙
稿
に
於
い
て
、
•私
は
，.B

b

t

lを「

掛
賣制

. ，

と
譯
じ
て
置
い
..た
。
こ
れ
は
言
葉
々
の
も
の
と
し
て
は
誤
り
で
.な
く
、
.又
そ
.
 

の
後
、
羽
腺
又
吉
敎
授
の
弯
偽
港
及
偽
市
場
論
U
C大
正
三
年
刊
行)

に
％

.'
こ
の
譯
語
が
當
て
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
知
っ
た
。
然
し
我
が
國
で
.

普
通
用
ゐ
ら
れ
る
”
仕
^-
制J

と
改
め
る
方
が
一
層
適
切
で
あ
る
か
と
も
考
へ
、f致
に
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

、

.

.

.

.

.

. 

.
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I

.........,.
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•
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獨
，逸
ハ
ン
ザ
装
退
赃
.に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ン
の
.商
業
に
就
い
て 
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.
:
獨
逸
<
ン
#
.
衰
遇
期
に
於
け
る
ぺ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て 

‘ 

^
1 

, (

，、
三
^
,

S

去
る
十
月

#
毫

に

:^
い

で

開

他

さ

れ

た

社

會

經

濟

史

學

‘會
第

八

商

大

會

に

於

い

て

、

私

は

r

ベ

ル

ゲ

ン

に

於

け

る

ハ

ン

ザ

商

人

の

痊

跗

に

就

い

て

」

部

货

し

•た
。

そ

の

、席

上

に

於

け

る

猪

_

一
 
敎

授

か

ら

の

御

質

疑

に

對

し

て

、

.い
ま

私

は

斯

く

御

返

泰

串

上

げ

ざ

る

を

得

な

いo

、

贷

,
ォ

ネ

、

V

の

歡

f
 
I

r

v

f
の

關

係

に

就

い

-で
は

、

他

日

機

を

得

て

謹

す

I

圖

あ

f

と

を

表

明

し

、

钱

に

同

靈

の

學
 

恩

に

對

し

て

感

謝

し

た

い

9 

.

.

‘

•■ 

、
 

.

(

^

聊

か

比

較

す

る

C
と

は

不

適

切

t

•
思

は

'れ
る

が

，

我

が

國

に

於

い

て

は

、

.近
、江

商

人

が

松

前

雜

の

知

行

制

度

な

る

特

涨

條

件

の

下

に

、

;'麵二
：
"

〕

^

”
一

 

" 

る
堪
所
y

讯度
.，

ぉ
會
經
濟
犯
學
S

!
卷
销
M
B
*
.太
刀
川
利
得
敎
授C*

松
前
暇
夷
地

に

於

け

る

近

江

商

人

の

活

動

と

其

の

.沒
落

原

因

」

、

、

霞

高

.商
諭
讀
八
號)

、
阿
部
眞
駕
广「

江
戸
末
期
に
於
け
る
松
前
變
地
の
社
會
經
濟
事
情
へ
歷
史
敎
育
第
六
卷
第
_

の
諸
論
文

J '
■
 

’

は
村
尾
ー
兀
長
垛
の
1翡

道
漁

菜

塞

ヶ(

明
治
三
叶
年
刊
行

)

、
近
刊
の
1新
撰
I

道
史
I

、
近
江
商
人
の
仕
込
制
と
、場
所
請
負
人
に
ょ
. 

る
讓
響
と
の
問
®
が
說
か
れ
て
居
る
。.前
若
は
高
利
•貸
資
本
の
一
態
容
で
f

、

後
皆
が
謂
ゆ
る
資
本
制
的
經
營
の
萠
芽
た
る
も

の

で

あ
 

る
が
、
し
か
も
■そ
の
.一
部
に
於
い
て
前
者
ょ
り
後
者
へ
の

-移
行
が
あ
つ
た
點
•に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る

。

•

.

.C
O

こ
の
示
唆
を
、
私
は
小
原
敬
士
敎
授
か
ら
與
へ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
、
感
謝
の
馨
表
す
る
次
第
2

る
。

(
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r
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l
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i
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L
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c
ker 

B
e
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h
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c
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n
i
l
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B
e
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l
i
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9
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Vbgely Bespit Chtistiaa ,
K
G
3
n

 W
i
b
e
i

叫

• S. 

177. 

,

s

尙
こ
の
機
會
に
、
前
揭
拙
稿
の
第
四
節
に
掲
げ
た
ハ
y
ザ
商
人
の
共
.同
企
業
形
態
に
關

し

て

、

若
干
補
足
を
加
へ
て
置
き
た
い

o'
1
第
一
は
：：
 

ゼ
ン
デ
*
ヴ
.の
普
及
•のI

に
就
.い
てr
あ
る
が
、
こ
れ
は
取
に
於
引
I

の
擴
大
め
み
に
恶
く

も

の

で

な

く

、

中
世
都
市
の
採
つ
文
來
商
.. 

•

八

鑛
、

即

ち

外
来
商
人
相
互
の
取
引
が一

定
期
間
以
上
にM

つ
た
り
、'或
は
小
賣
1

4
こ
と
を
禁
じ
た
こ
と
、
更
に
は
I

る
ス

テ

ェ
プ」

一

ル

强

;^
の

行

は

れ

た

こ

と

が

、
，.考
へ

ら

れ

ね

ば

な

ら

な

い

，0
‘こ
の

適

用

を

®
避

す

る

爲

め

，に

、
：外

地

に

あ

る

者

は

定

住

す

る

こ

と

に

な

つ

た

の
 

.

であつた。從つてゼ

V

テ

エ

ヴ

は

、

典

同

.企

業

と

い

ふ

：ょ

り

は

代

.理
販

賣

に

近

い

も

の

で

は

な

い

か

と

思

ふ

。

第

二

は

、

ウ

ラ

ッ

ダ

ァ

レ

ッ
 

キ

ン

ヶ

は

霧

商

號

を

備

へ

ざ

る

！M

名

級

合

に

近

い

も

の

で

あ

つ

た

が

*
後

に

な

つ

X
一
 
間

的Cg® 
一
 egentnch)

の

共

同

企

榮

に

.
_
じ

た

潮

で
 

あ

る

。

こ

れ

等

、に

關

し

ブ

ラ

ニ

ッ

ッ

敎

授

の

見

解

は

、
敎

へ

る

と

こ

ろ

甚

だ

多

.い
4

»
营

、

1
>
|
^

5
e
r

 h
l
c
h
e
s

 H
a
l
l
s
-

 und V
?

、

kehrsrecbt, Hobll. 

l

i

’
s
. 

7
-
1
2
0
、 

、
ニ

.，
 

、

'
ニ 

：

'

'

謙
威
に
於
げ
る
ハ
ン
ザ
の
商
權
運
用
の
童
點
は
、
ベ
ル
ゲ
ン
市
場
の
確
保
と
"
.
こ
の
市
場
の
諸

威

經

濟

.上
に
占
め
ぎ
地
位
の
强化：と 

に
置
か
れ
て
居
た
。
警

す

れ

■ば
、
ベ
ル
ゲ
ン
を
ス
デ
工
.ブ
ル
.市
場
と
し
て
、
こ
、
に
そ
の
取
引
を
集
中
し
、
以
て
對
諸
威
商
業
の
統 

制
に
便
な
ら
し
む
る
と
同
時
に
、i

O
Q

市
場
Q

I
か
ら
し
て
襲
經
濟
に
於
け
る
獨
占
的
地
位
を
搖
ぎ
な
く
す
る
.免

墓

る

。
そ 

し
て
と
れ
は
事
實
、
.，彼
等
：

の
.：

望

む

が

如

く

達

成

せ

'ら

4
.

た
.の
'で
あ
：つ
：
た

o
.

■諸

威

政

府當
局
比
と.
つ
て
'も
亦
*
ベ
ル
ゲ
ン
の
ス
テ
エ
ブ
ル 

.-
m
場
化
と
布
續
と
は
、
.そ
の
利
益
と
.す
；る
と
ど
ろ
だ
つ
'た
，の
で
あ
るo 

-

ベ
ル
ゲ
ン
の
ス
テ
エ
ブ
ル
檄
は
、
•最
初
西
北
部
諸
威
地
帶

(

ノ

.ル

.
‘

ド
ラ
ン
ド
、

フ
ィ

ン
ー
マ
'
ル
ケ
ン)

の
み
な
ら
ず
、
ア
ィ
ス
ラ
ン
，ド
島、
. 

シ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド

島
、

フ
エ
レ
其

ル
島
、
.オ
ォ：クー一

ィ
島
に
も
適
用
さ
れ
て
居
た?

〕

？

即
ち
こ
れ
等
地
域.

g

生

産

物

は

、
.
.
先

づ

以

て
 

ベ
ル
ゲ
ン
市
‘場
に
運
ば
，れ
ね
ば
な̂
な
か
つ
た
？

あ
る
。
然
る
に
、ハ
ン

ザ

商

人

に

ょ

つ

て

讓

商

業

か

ら

證

さ

れ

產

蘭

商

人 

ば

4
五
*1
紀
に
な
る
と
，
直
接
ア

~

ィ
ス
ラ
ス
ド
を
訪
れ
て
そ
の
產
す
る

^

類
.

(

. #
に
鱒
¥ '
取
引
.す
る
や
ぅ
に
な
つ
た0

こ
れ
ホ
斷
る 

迄
も
な
く
、
ベ
ル
ゲ
ン
•
ス

テで
フ
，

ル
權
、ひ
8

で
$>
'

り
、
延
い
て
'は
べ
：ル

ゲ

ン

を

豪

す

、る
ハ
ン
ザ
商
業
へ
の
競
爭
で
あ
つ
た
。
の
み 

.獨
逸
广
ン
ザ
衰
退
期
に
於
付
み
べ
ル
ゲ

^
の
商
業
に
就
い
て.

■-
,

四
.九
、

(

一
六
！I
s)



獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
沿
沏
に
於
け
る
.ベ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
..：て

 

五
〇
.

(
一

六
三
六)

-
な
ら
ず
こ
の
喷
に
は
、
ハ
ン
ザ
'の
間
に
於
.い
て
も
、
右
の
：諸
岛
に
直
接
赴
<
も
の
を
生
ナ
る
に
至
っ
た
。
ベ
ル
ゲ
ン
の
商
館
は
こ
れ
を
過 

大
な
罰
金
と
ハ
ン
ザ
特
權
享
受
.の
停
止
と
を
以
て
嚴
M;
に
取
飾
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
.
一
四
六
八
年
-
後
に
述
ぶ
る
如
く
近
代
國
家
へ

の

轉

化

過

.程

に

あ
0
て
財
政
&
,
に
悩
む
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
一
世
が
、
そ
の
收
入
を
0-
的
に
,

外
國
ん
の
ア
イ
ス 
ー
^
;
れ»1
;
«:
«:
'
:許

可
^.
-
名
,

.

.

.

.

.

. 

./ 

. 

•. 

,

'

.

.

■に

及

び

：、
：
パ:

ン
ザ
都
市
の
中
か
ら 
>
觀
館
の
禁
令
を
無
視
1>
;
て
へ
公
然
右
0,
:諸
島
に
直
接
航
行
す
る
も
0
が
輩
出
し
た
0
;
:殊
に
ハ
^
ブ
ル

. 

; 

.
，ニ.- 

.

.

.

.

.

.

.

. 

,

ク
の
ア
.イ
ス
ラ
シ
ド
航
行
は
規
模
も
龙
き
く
、
そ
の
都
布
當
局
：の
計
算
に
於
い
て
營
ま

.れ
た
.'©
.で
あ
っ
た
。
：
と
こ
ろ
で
こ
の
種
の
ベ
ル

ゲ
^
*ス
％

^
^
"ル
：囘
避
は
"
.
.單
に
：：ハ
^
ザ
商
館
(0
'
.
み
な 

四
八
一

■ 

• 

■ 

. 

... 

■ 

. 

- 

-- 

■ 

■ 

■ 

■ 

■

年
^
リ
ス
：チ
ャ
ン
一
世
の
崩
御
の
：直
後
、
.
.諸
烕
參
議
院
は
商
館
の
請
蹴
を
#--
れ
て
、
ア
イ
ス 
一！

N

ン
ド
航
行
を
全
般
的
に
禁
じ
た
の
で
あ 

令
た(

艺

;<
5

然
1>
ぞ
の
：後

丸

〇

年

に
6

'
.:
:3'
人
.シ
玉
に
ょ
っ
て
和
亂
人
，に

ァ

ラ

ン

K-
航
行
が
許
さ
れ
?)

-

又
九
四
¥:
の
杯
館
0 

マ
禁
令
:̂
:
何
等
效
果
な
ぐ
、「

遂
に
：

V

れ
ょ
り
四
報
後
に
は
商
館
自
ら
ハ
ン
ザ
商
人
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
航
行
を
許
容
せ
ざ
：る
^:
#;
な
い
立
：場

に
歡
か
れ
た
0;
ゼ
あ
.る(

6

。

そ
し
て
一
五1

1

■五
年
の
ハ
Z
ザ
會
議
に
於i

て
は 

' 
ハ.
*
ブ
ル
ク
と
、ブ
レ
.
ヱ
メ
ン
と
に
對
し
て
ア
イ
ス

• 

: 

•

•ラ
ン
、ド
航
行
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た(

5)

0

'
 

ゾ
こ
の
ア
イ
ス
.ラ
ン
、ド
べ
の
1|
:
接
航
行
が
企
て
ら
れ
、、
そ
れ
妒
遂
に
べ
ル
ゲ
ン
商
館
乃
至
ハ
ン
ザ
會
議
に
ょ
っ
て
認
知
さ
れ
る
に
至
っ 

:た
とs

灰
こ
と
は
、(

ハ
^
ザ
同
盟
內
齓
：に
於
：い
.て
、ぃ
全
體
0
典

同

：利
益
ー
ょ
ん
も
個
ギ

.に

對

し

て.取

締

勵

行

，の

强

制

力

を

喪

失

し

つ

、
あ

.っ
•た
こ
と
を
物
語
る
。
ま
さ
に
後
期
ハ
ン
ザ
史
に
顯
著
な
■
»-
が
、
.こ
0 1
#
威
の
商 

業
.に
於
い
て
.?
)
‘亦

現

は

れ

た

の

，
で

あ

つ

た

。
. 

'

と
こ
ろ
で
こ
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
鰐
が
歐
大
陸
に
搬
出
さ
れ
た
結
果
、
ベ
■
ル
ゲ
ン
の
.鱧
の
販
路
に
如
何
な
•る
餒
響
が
银
じ
た
が
。
‘先 

-

づ
價
格
の
點
で
後
奔
は
、前
對
の
廉
な
.る
に
及
ば
な
.か
つ
_た
。
こ
.れ
は
ベ
ル
•ゲ
シ
倉
の
價
格
ル
は
-商
館
維
持
の
費
用
が
加
笕
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る(

6)

0

こ
れ
は
べ
-ル
ゲ
ス
商
館
自
ら
が
認
め
て
掛
る
と
こ
ろ
で
权
つ
た
ハ
^

^
從
つ
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
產
の
歡
は
”
ど
ち
ら

• 

: 

\ 

■ 

i
: 

.. 

•
.*
,

•
.

か
と
宕
へ
ば
貧
闹
階
級
.の
.購
ふ
と
こ
ろ
.と
な
つ
た
と
云
へ
る
。

藍
し
と
の
兩
客
の
間
に
は
ぃ
品
弩
の
相
違
が
あ
っ
て
、
こ
の
點
べ
ル
ゲ

.
ン
.の
そ
れ
，は
遙
か
に
優
っ
て
居
り
、
諸
市
場
に
於
い
て
特
に
尊
重
さ
れ
て
.居
た
か
ら
で
あ
る
°.
.次
に
既
商
品
の
間
に
は
>:
そ
の
輸
职
檐
'
_

■ ■
*
1. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

;

.
 

.
*
.
. ..... 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

'
.

'

.
當
费
の
勢
カ
關
係
か
ら
、
販
路
^

上
に
自
づ
と
地
‘域
的
分
布
が
あ
っ
た
。
即
ち
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
産
の
も
の
は
、.
バ
ル
ト

海

地

ぞ 

の
南
雜
の
ハ
ン
ホ
諸
都
市
^
蓮
ぼ
れ
る
こ
と
勸
く
、
そ
れ
は
ハ
/
:フ
ル
ク
、
ブ
レ
エ
メ
ン
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
を
經
て
西
歐
市
場
に
現 

•ば
れ
た
の
で
あ
つ
た(

s)

o
從
っ
て
こ
の
限
り
に
於
い
て
は
、
ベ
ル
ゲ
•ン
の
_
の
販
寶
市
場=

の
上
に
さ
し
て
影
響
は
な
か
っ
た
と
す
べ
き 

.
,:.
で
あ
ら
ぅ
0
:そ
れ
±'
.り
.も
こ
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
直
齋
航
行
に
ょ
る
漁
獲
範
圍
の
擴
大
は
、
ベ
ル(

ゲ
ン
•
ス
テ
ェ
ブ
ル
の
囘
避
策
で
も
あ
つ 

た

が

.^3
'
そ
れ
が
盛
に
.な
.っ
た
十
六
•世
紀
に
於
け
る
歐
羅i

l

の
需
要
增
大
に
應
ず
る
も
の
で
.あ
っ
た
こ
i
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ 

■: 

/

.'■
'■
:は

前
記
の
憤
格
萆
命
時
代
の
歐
羅
巴
經
濟
の
發
M
と
結
び
付
く
も
のV

從
っ
て
-
こ
の
ア
イ
ス
テ
ン
ド
產
の
鍵
の
歐
羅
巴
市
場
：

:進
出
に
ょ
っ
て
、
溆
價
に
變
動
を
與
へ
衣
と
レ
て
も
、
.尙
そ
れ
は
べ
ル
ゲ
ン
齒
業
0
危
險
な
齋
爭
商
品
と
云
.ふ

ょ

り

は

，、

氣

ろ

.
こ

队

免 

,

•補
ふ
役
割
を
演
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
0
事
實
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
航
行
の
增
大
と
共
に
、
べ
ル
、ゲ
‘ン

航

片

も

亦

增

加

レ

た
^:
で
あ 

:
.

o
た(

9〕

。 

• 

• 

■.
,;•
- 

•

:

:

-

.

r

■
■
■
■

 

.«
-
 

-

'

，
ベ

： 

.

-

.

<
 

■

 

•

 

-

 

-

 

\ 
-

，斯
く
て
十
五
世
紀
末
か
ら
以
後
_
比
と
な
っ
た
ベ
ン
ザ
內
部
の
利
害
の
懸
隔
も
、
そ
れ
が
ベ
ル
ゲ
\
ン
商
館
に
及
ぼ
す
影
響
の
上
か
ら
.

.

獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
退
期
に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て 

五

十

(

>
.
六
三
七)



獨
逸
ハ
ン
ザ
袋
退
诹
に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ゾ
の
商
業
に
就
い
て
, 

丨

、
 

芄
ニ 

(
1

六
三o

は
必
ず
し
も
商
館
衰
退
'に

直

接

資

す

る

も

认

で

は

，な
如
っ
允
厶
ー
ぢ
へ
る

r

で
は
^ .
險
な
る
競
爭
者
は
、
' 

.
'

他

の

外

來

商

人

で

あ

っ

：た

か

べ 

■
1K

へ
ば
、
こ
れ
も
'亦
直
ち
に
肯
定
し
得
な
い
。
そ
の
事
情
を
略
述
す
れ
ば
.、
十
六
世
紀
の
ハ
，v
サ
.に

と

っ

て

最

大

の

競

爭

诸

は

和

蘭

商 

凡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
彼
等
の
バ
ル
ト
海
進
出
の
經
過
に
ょ
っ
て
魄
か
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ハ
10
}
0
彼
等
は
ハ
ン
ザ
於
多
年
獨 

古
を
誇
っ
た
謂
ゆ
る
柬
西
兩
歐
谫
絡
商
業
路
へ
の
介
入
を
敢
行
し
た
P
.そ
‘の
.勢
ハ
趨
べ
と
こ
ろ
，
ハ
ン
ザ
商
權
の
f

一
の
培
養
線
た
る 

南

北

讓

路

へQ

進
出
で
あ
る
。
然
し
I

商

人
に
名
て
、
.勝

，I

に
求
む
る
き
ろ
は
I

s

な
か
っ
た
。
藉
し
彼
等
は
、 

自
國
の
脱
海
に
豐
富
な
漁
場
を
有
す
る
。
敢
ぇ
て
謙
欣
'の
魚
類
の
爲
め
に
，，
脸
出
の
苦
難
を
嘗
め
る
要
は
な
い
。
そ
れ
故
に
十
六
世
紀 

初
电
和
蘭
と
一
一
ダ
ロ
，

ス
と
の
間
に
若
干
の
魚
類
取
引
は
あ
っ
た
が
、-

別
し
てII

威
に
於
け
.る
ハ
ン
ザ
の
魚
市
場
を
蠶
食
ず
る
こ
と
も
な 

く
終
っ
た
。

' 

. 

. 

' 

.

,

和
蘭
商
人
の
浅
目
す
る
と
こ
ろ
は
、
-
謙
威
に
豐
富
に
存
す
る
木
材
で
あ
っ
‘た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
自
國
の
船
舶
の
爲
め
の
用
材
を
* 

と
X
に
求
め
たQ

,

で
あ
る
？
と
一K

ふ
の
は
、
前
記
の
如
く
琅
西
交
易
路
に
進
出
し
た
も
の
、
、
、バ
ル
ト
海
奥
地
に
產
す
る
良
材
を
自
由

に
搬
出
す
る
に
至
る
に
は
、.
尙
ハ
ン
ザ
の
‘從
來
擁
す
る
地
歩
を
前
に
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
然
る
に
.•こ
れ
に
代
る
べ
き
諸

-

-

-

-

-
 

. 

.
;

.

. 

.

.

. 

- 

■ 

■ 

- 

- 

. 

- 

..... 

.. 

、
 

' 

.

•

.

.
 

威
材
は
、
主
と
し
て
東
部
の
ヴ
ィ
イ
ク
地
方
か
ら
輸
出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
に
對
し
て
ハ
ン
ザ
は
さ
し
て
_
要
す
る
と

こ

ろ

. 

■
 

•

■

-

, 

.

■

-

■

:

• 

. 

. 

-
: 

.

■:
-:

- — 

-

、

.

こ
.

-

.

'.
:
. 

.

.

.

. 

.

\

.

.
 

ン
 

-

.

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ぢ
和
蘭
茼
人
は
、
‘
こ
1.
'
に
そ
の
乘
ず
べ
き
間
隙
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
迄
に
ヴ
ィ

イ

ク
地
方
に
根 

を
張
■っ
た
獨
逸
商
人
と
し
て
は
、

ロ
ス
ト
ッ
ク
商
人
を
以
て
主
勢
力
と
し
た
が
，
い
ま
こ
\
に
侵
入
を
企
て
た
和
蘭
商
人
は
、
彼
等
に 

優
る
武
器
を
携
行
し
た
。
' そ
れ
は
6

の
木
材
輸
邓
に
.對
す
る
代
償
と
し
て
、諸
威
人
の
使
用
す
る
諸
商
品
の
外
に
V
現
金
：で

支

狒

つ

た

と

と
を
指
す
。
こ
れ
は
諾
威
土
着
人
口
め
歡
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
技
、
こ
X
に
漸
が
て
ロ
ス
ト
ッ
ク
商
人
は
"
從

來

の

K
o
p
e
n
o
t
e
l
l
o

 

離
反
す
る
を
見
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
十
，六
世
紀
の
三
十
年
代
末
に
始
ま
る(

11〕

。

■ 

V
.
.

.

\
':
.
'
y
-
.
'
:
.

.
y:.
;
:
-..
'.
'
."
-
• 

.'.ふ
:'

、、':.
 

- 

V

V
 --■
 

y 
-
'.■
:.
'
:'
'
;■■
■

■v

然
し
な
が
ら
、
こ
の
朿
部
諾
威
に
於
け
る
和
蘭
商
人
の
優
勢
ぬ
、
ベ 

>
ゲ
シ
の
澈
館
に
さ
し
た
る
苦
痛
を
與
へ
る
も
の
■で
は
な
か
つ

• 

- 

• 

. 

. 

, 

•
- 

- 

- 

• 

. 

* 

. . 

. 

. 

* 

, 

. 

* 

•
•

1C
- 

•
« ee(.

た
の
で
あ
.る
。
で
は
:»
和
蘭
商
人
W
直
接
べ
ル
ゲ
ン
の
ハ
ン
ザ
商
撤
を
！̂

^
す
る
こ

と

は

無
か
-
つ

た

か

と

茇

ふ
.と
、

そ
れ
は
有
つ
た
が
、 

然
し
十
六
世
紀
を
通
じ
て
の
間
は
敬
問
題
士
な
り
得
る
程
度
’に
達
し
な
か
っ
た
と
耷
へ
る
。
彼
等
は
前
記
ョ
ハ
ン
3E
-
の
賦
與
せ
る
特
許 

に
ょ
つ
て
、.
ベ
ル
ゲ
ン
に
越
冬
す
る
こ
と
は
出
來
た
が
、
ノ
ル
ド
フ
T
ア
ラ
ァ
の
m
漁
に
對
し
て
資
金
を
貸
與
す
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ

.■ 

. 
-
■
-
-
-■•
•-
.
-
.
-
.て：
;
-
.
,
-
,
-
-
,
-
.
'
-
-
.
,
-
.
-
.
-

 

-
-
-
-
- 

V■.
,
- 

-
: . 

.'-

 

- 

.

.

.

.

■

七
居
た(

1 2
>

、
從
、っ
て
こ
の
點
パ
ン
ザ
の
信
用
制
度
に
追
隨
し
、

.

觅
に
こ
れ
を
優
越
す
る
こ
と
，は
財
來
な
か
つ
た
罾
け
で
あ

.̂
>

。
そ
し

.

-
 

-.. 

. 

ニ'
.
.
.
. 

,
.

て
和
蘭
*
,殊
に
ア
ム
、ス
テ
ル
ダ
ム
の
商
人
は
、

ハ-
ン
ザ
と
同一

地
位
を
得
：ん
と
し
て
種
々
■と
努
力
し
た
の
で
あ
つ
‘た
が
、
然
し
尙
丁
抹 

=

諸
威
政
府
の
容
る
、
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
，
十
六
世
紀
に
於
け
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
•
ベ
ル
ゲ
ン
間
の
交
通
は
制
敗
さ
れ
て
居
り
、
年
 々

五
隻
乃
至
七
隻
の
船
舶
に
ょ
る
取
引
を
、
こ
の
世
紀
に
於
け
る
平
均
數
と
し
た
ぬ
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る(

13
.

〕

。

.

•
、

:

.

.

ぐ.

，
ノ-.

-*
:

I
:

■

V
. 

- 

.

.

.

. 

.

.

. 

V

,

■

■
 

. 

.

. 

: 

.

.

.

.

こ
の
和
蘭
人
の
外
に
、_
+
六
1[
1
:紀
の
_
威
に
於
け
る
バ
ン
ザ
の
競
爭
者
と
な
っ
た
も
の
に
、
蘇
蘭
及
び
英
蘭
の
商
人
が
あ
つ
た
。
後 

箸
が
ア
ィX

」

フ
ン
ド
の
魚
取
引
に
參
加
し
た
こ
と
は
旣
に
一
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
諸
威
本
土
と
英
蘭
と
の
取
引
は
、
こ
の
世 

紀
に
於
いW

極
め
p

f

f
 

Q

lノ

殊

に

そQ

初
年
兩
者
を
仲
繼
す
る
地
位
を
ハ
ン
ザ
が
糞
し
て
後
は
、
1

問
題
と
す
る 

も
の
は
無
か
っ
た
。
又
前
者
の
蘇
蘭
商
人
亦
、
西
部
諸
威
に
於
い
て
直
菽
木
材
の
取
引
’を
開
始
し
た
こ
と
は(

但
し
和
蘭
商
人
の
如
き 

現
金
取
引
で
は
ミ)

^

^

ン
ザ
の
I

I

食
f

に
な
っ
た
を
做
さ
.れ
る
が
，、
t

そ
れ
は
ハ
ン
ザ
に
對
し
て
議
競

獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
退
澌
に
淤
け
旮
ベ
ル
'ゲ
ン
の
商
業
に
鍊
い
て
り
.
：

\
 

S
三

(
I

六
三
九)

,



獨
逸
^
ン
ザ
.衰
退
期
に
於
け
る
'

《

ル
_ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
.て
：
，
；

*5
:

^

(

1
S
®
TJ .
ノ

f

し
か
け
f

 Q

で
は
な
か
っ
た
笤
t

G

'

 

.

:

敦 
一
：_

の
：■

遞

調

讓

-
通

：謂

い

ず

は
課
 

: ^
:が
最
芩
猶
_
を
潜
ル
た
^

ル
—

で
あ
る
。
然
し
尙
、
ハ
ン
ザ
に
と
っ
て
こ
の
货
紀
に
於
け
る
最
大
競
雰
.は
、
以
上
の
•他
に
存
し
た
。
そ
れ
は
ベ
ル
ゲ
シ
の
市
说=

商 

人
で
あ
っ
た
。
し
か
^
彼

等

の

勢

力

增

大

は

、

單

に

土

着

人

口

の

擡

頭

肥

ょ

る

の

で

は

な

か

っ

た

。

即

ち

外

來

商

人

の

諸

威

歸

化

?:
ょ 

っ
て
、
彼
等
市
风
階
級
は
そ
の
勢
力
を
增
し
得
•た
こ
と
_

多

い

の

、
で

あ

っ

た

。

こ

の

意

味

に

於

い

て

、

十

六

世

紀

の

始

め

か

^
-
、ベ
ル 

ゲ
ン
に
移
付
し
た
他
地
の
尉
威
へ
、
T
抹
人
の
外
に
、
蘇
蘭
人
、
和
蘭
人
、
，ハ
ン
ザ
に
屬
せ
ざ
.る
獨
逸
人
等
の
謂
ゆ
る
外
國
議
は
、

ベ
ル
ゲ
ン
に
於
け
る
ハ
ン
ザQ

權薇
®
:
Q

上
に
、

一
Q

役

割

を

演

じ

た

と

い

ふ

こ

と

が

出

來

る

‘
。

然

し

彼

等

が

こ

れ

を

爲

し

得

た

•の 

は
、
ベ
ル
ゲ
ン
市
民
の
資
格
に
於
い
て
I

る
。
■從
っ
て
十
六
世
紀
の
广
ン
ザ
商g

の
最
大
の
競
雪
は
、
ベ
ル
ゲ
ン
市
民=

商
\

:e 

あ
つ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
；史
に
後
期
ハ
ン
ザ
の
拟
通
現
象
と
し
て
、
苻
の
外
に
、
.ハ
ン
ザ
か
ら
背
反
し
た
一
部
の(

前
記
ハ
ム 

.ブ
ル
ク
•
ブ
レH-

メ
ン
等
の
外
の)

獨
逸
商
人
が
あ
つ
たo

■■
:
々
こ
■
;:
^

:

M

_.(
/
>
■梁

翁

着

輩

^

載

■
:

ル

要
j

ち

醫

と

齒

と

Q

篇

■

裳

は

、
ひ

と

り

ノ

すIN 

ア
ラ
7 Q

收
入
を
減
少
せ
し
め
たQ

み
で
な
い6

ベ
ル
於
ン
市
■

等
.
 

し
く
こ
れ
を
味
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
.た
。
こ
の
こ
と
は
ベ
ル
ゲ
ン
市
民
“
商
人
階
級
の
.資
本
形
成
.を
阻
む
も
の
で
あ
つ
たo

從
っ
て
こ
.
 

の
點
か
ら
し
て
、
'
尙
彼
等
は
-
ハ
ン
ザ
の
資
力
に
眞
に
對
抗
し
、
そ
し
て
こ
れ
に
打
ち
勝
つ
地
位
に
は
置
か
れ
て
'な
.か

つ

た

と

霞

ね

ば
な
ら
な
い
。
•即
ち
十
六
世
紀
に
は
、
ハ
ン
ザ
に
.對
す
る
反
對
勢
力
は
出
現
し
た
が
、
然
し
そ
れ
は
眞
に
‘ベ
ル
ゲ
ン
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
.
 

の
.牙
域
に
迫
る
實
力
を
備
へ
.た
も
の
で
は
.な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
そ
の
獨
占
は
實
質
上
破
れ
な
か
つ
た
と
は
云
べ
、
倚
.そ
の
崩
壊
す
る
危
儉
は
稃
し
て
居
た
。
そ
.し
て
こ
れ
を
ベ
ル
ゲ
ン 

ゾ
-

商
館
も
母
體(

：ズ
.ザ』

感

：御

む

て

薩

。
.，
そ
ひ
鎵
め
、
^
^
^

そ
れ
が
展
開
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
私
は
以
下
に
そ
れ
を
、
.电
佌
國
家
ょ
り
近
世
國
家
へ
の
轉
換
期
に
際
し
た
丁
揉
n
諾
威
王
國

.....-

■

-

■

-.

 

■ 

■ 

; 

- 

- 

: 

: 

. 

- 

- 

-
-
-
-
- 

- 

- 

- 

- 

. 

■

卜'.
:

’
.
：
.
.
.
.

の
動
向
と
照
し
合
忙
つ
、
見
て
行
き
た
い
と
思
：

4
。

問
題
は
、

ハ
ン
ザ
と
こ
の
.王
國
と
の
勢
力
關
係
に
'あ

る

。

そ

し

て

そ

れ

は

•
>
、
.ン 

ザ
が
そ
の
後
期
に
於s

て
特
に
*
は
な
傾
向
を
示
し
出
し
た
旣
~得
擗
確
保
政
策
と
、
從
來
賦
與
し
た
特
權
の
廢
棄
を
企
て
る
丁
株n

f
r

. 

.

.

.

.

' 

x
r
:
+ 

.

.

. 

-

.•
•

f

•.

威
王
國
の
商
業
政
策
と
.の
對
立
で
あ
る
。
：
:.

. 

,
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.
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■(

1
し 

wruns, 

a. 

a. 

o
. 

.s. L
x
.
v
v

~ 

)

：
.こ
れ
之
同
時
に
和
蘭
人
吒
‘：べ
ル
ゲ
.ゾ
そ
の
.他
に
於
い
て
獨
逸
バ
'シ
ザ
商
人
と
同
じ
く
ー
：
年
中
、
戒
引
す
る
：こ

.と
を
許
さ
れ
、
と

>
に
ベ 

'
■
.
:;
,ル
ゲ
ン
.：の
獨
逸
人
思
留
观
の
：對
岸
に
は
和
関
人

0
店
鋪
が
立
ち
並
"ぷ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
o
c
w
r
l
,
”

^ ̂
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獨
逸
ハ
ン
ザ
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期
に
於
け
る
べ
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ゲ
ン
の
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に
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い
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拙
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和
蘭
商
椠
業
の
バ
ル
ト
海
迤
出
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い
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誌
第
罕
一
震
十
二
號
0f
;
載
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p
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.バ

：
：

ミ

.

端
的
に
、
中
世
國
家
の
下
に
於
け
る
外
來
商
'人
の
貿
易
が
、‘
國
主
の
彼
等
に
賦
與
す
る
特
權
に
依
存
し
て
營
ま
れ
、
近
世
國
家
の
そ
'
 

れ
が
、
該
外
來
商
人
の
本
國
と
の
間
に
、
相
互
の
勤
等
的
地
位
の
承
認
の
下
に
、
締
結
さ
れ
た
通
商
條
約
の
下
に
行
は
れ
る
と
云
ひ
得 

る

な

ら

ば

i

ハ
朮
紀
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
な
る
都
市
國
家
の
同
盟
と
諸
威(

"
丁
拔)

國

と

の

質

易

は

、

在

の

一

か

ら

他

へ

の

-^
移

の

中
 

I

か
れ
盖
た
と
云
へ
る
。
即
ち
こ
の
世
紀
.の
初
年
、
舊
來
.の
特
權
赋
與
乃
至
ぞ
の
享
有
に
始
ま
り
、
後
半
期
遙
つ
て
、
、對

等

的 

.通
商
條
が
の
締
結
七
似
て
終
つ
た
の
で
あ
る
。
但
し
こ
、
に
法
意
す
べ
き
點
は
ノ
斯
か
る
轉
化
は
、
中
世
國
家
ょ
り
近
批
重
商
主
義
國 

家
へ
轉
形
し
で
あ
つ
た
丁
抜=

讓

國

Q

要
求
に
f

u

つ
て
、

ハ
ン
ザQ

側
で
望
ん
だ
•も
ぐ
は
な
か
つ
た
と
5

こ
と 

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者Q

强
要
に
ょ
つ
て
、
ハ
ン
ザ
は
心
な
ら
ず
も
こ
れ
に
追
隨
せ
ざ
，̂
を
得
な
か
つ
たQ

で
あ
る
。
從
つ
こ 

こ
の
推
轉
過
稈
は

Hr

者
の
ィ
一
一
シ
ア
チ'ヴ
の
卞
に
展
側
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
フ
リ
ィ
ド
リ
ッ
ヒ
ニ
世
治
下
に
勢
、
い
ヒ
^

實
し
‘̂ 

9-
で
あ
っ
た(

.1)

。 

： 

.

.

.

.
と
こ
ろ
で
、
こ
‘.の
世
紀
の
後
半
に
達
成
さ
れ
た
轉
換
は
：謂
は
.
f
原
现
的
に
は
兩
苕
め
對
等
胜
の
乘
認
の
下
に
行
は
れ
た
と
は
沄
へ
、 

，通
商
條
約
締
結
後
の
.賞
情
に
於
、い
て
は
、
T
妹=

諸
威
の
領
內
に
在
る
パ
ン
ザ
，̂

入
の
行
動
が
殆
ど
從
前
と
變
り
な
扒
っ
た
に
反
し
、 

こ
、

に
丁
抹=

諾
威
商
人
が
ハ
ン
ザ
諸
都
市
の
に
於
い
て
行
使
，し
:#
る
權
刹
.の
確
認
は
、
.何
等
實
效
を
伴
は
ず
、
そ
れ
は
全
く
空
文
に 

等
し
い
ま
、
に
と
の
世
紀
を
終
っ
汝
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
記
•の
如
ぐ
、
‘
ハ
ン
ザ
側
に
於
い
て
、
こ
の
條
約
締
結(

從
っ
て
丁
抹
H 

■謙
®
商
人
の
‘權
刹
承
認)

に
欣
然
參
加
し
た
の
，で
な
い
こ
，とi

も
蕋
く
し
、
又
そ
の
弛
方
、
丁
抹
=
諸
威
商
人
側
忆
於
い
て
、
ハ
ン
ザ
領 

.
域
に
自
ら
進
出
す
る
實
ガ
を
備
ふ
る
に
至
ら
な
か
.っ
た
’か
ら
で
も
あ
0
龙
。
こ
の
«
以
も
歡
前
節
末
に
旣
に
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
0 

マ

「

_

_
ぬ
、：,
^:
の

猶

_

#
時
尊
礎
:*
_

&

i:M
;<
b
ザ
瓦
條
約
締
結
■
ル
：柳

な

ず

€

事

實 

的
地
位
を
持
續
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
"
現
實
は
斯
か
る
事
態
で
あ
っV

も
、
多
年
そ
の
採
り
來
っ
た
外
地
に
於
け
る1. 

方
的
偫
權
の
享
受
を
、
縱
令
原
理
的
に
も
せ
ょ
、
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
は
、
ハ
ン
ザ
の
极
幹
忆
大
打
擊
を
與
へ
た
も
の
で 

あ

っ

た

^

一

 K

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
.は
ハ
ン
ザ
の
そ
の
後
の
®
向
に
決
定
的
窻
義
を
有
1
る
も
の
で
あ
0
た
0
.
.
、
.

こ
の
轉
換
が
、
後
に
述
ぶ
る
如
皂
經
緯
ひ
下
に
遂
行
さ
れ
得
た
の
は
、
そ
の
ィ
ー
一
シ
ア
チ
ヴ
を
採
れ
‘る
側
に
於
け
る
政
治
的
優
勢
に

, 

, 

* 

. 

. 

:
.
.
.
.
. 

- 

. 

. 

' 

■■

俟
っ
A
こ
ろ
茜
だ
多
い
。
そ
れ
は
、
重
商
’主
義
國
家
と
し
て
北
歐
に：

勒
を
喝
へ
ん
と
す
る
丁
株(

H
諸
威)

國
家
の
强
カ
化
で
あ
る
。
然 

る
に
こ
れ
に
對
し
て
、
ハ
ン
ザ
は
'そ
の
講
成
諸
都
市
內
部
に
於
け
.る
新
舊
勢
カ
.の
交
替
と
そ
の
影
響
の
故
に
、
更
に
は
こ
れ
に
加
は
る
.
 

外
都
か
ら
の
領
邦
諸
侯
の
腮
ヵ
の
故
に
、
右
の
丁
妹
近
世
國
家
-に
對
應
す
る
欠
け
0
孩
治
的
勢
ヵ
を
最
早
有
す
る
こ
と
が
'な
か
っ
た
0

こ
れ
が
' 1

五
六
〇
年
遂
に
オ
ォ
デ
ン
ゼ
、
條
約
が
締
結
せ
•ら
れ
た
所
狄
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
\

近
代
國
家
に
改
裝
し
っ
、
a
っ
强
大

■ 

. 

- 

' 

. 

. 

•

.
' 

.

'
' 

,
:
、

、

御
逸
ハ
ン
ザ
衮
退
期
に
於.け

る

ペ

ル

ゲ

ン

の

商

業

に

就

い

て
'

五

七

.

2
.
六
四
1
0



.獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
遇
期
に
於
.け
る
.ベ
ル
ゲ
ン
の
蒙
に
就
い
て
. 

五」

‘ 

a

六
四
四)

權
力
と
f

っ

表

っ

た

と

莫

へ

、
_了
抹
=
諾

威

王

國

沒

、
尙
そQ

特
有Q

事
情
が
存
し
て
、
そ
Q

S
達
成
备
ん
だ
。
そ
れ 

竺

五

ニ

三

.年

以

降

に

於

け

る

對

端

典

關

係

、
で

I

。
謂
ゆ
る
ス
ヵ
ン
デ
ナ
ヴ
ィ
ァ
義(

C
O

貰

現

の

爲

め

，の

指

導

讓

得

に

對

す
る 

と

の

兩

者

C

闘

争

で
あ
：，パ
或

は

バ

ル

ト

海

支

配

(
d
o
m
i
n
f

 

m

l

 b
l
i
)

を

繞
.っ
i

霸

と

云

っ

た

方.が
.
一

盤

切

で
f

 

'ラ
'
 

こ
の
施
ぇ
，さ

る

響

間

の

證

の

存

在

を

前

に

し

て

* 
丁
妹=

諸
威
.王
^
'は
、
ォ
ォ
，デ
ン
ゼ
チ
..の
條
約
に
ょ
っ
て
臟
ち
得
た
權
叫 

Q

行
使
を
飽
く
ま
で
追
及
す
t

i
が

出

來

な

か

っ

た

，
。

と

云

ふ

Q
.

は
、
右Q

條
約
締
観
も
ハ
ン
ザ
諸
都
市s

に
於
け
I

隱

人
 

に
對
す
る
事
實
的
排
斥
が
.依
激
と
し
て
嘉
し
.た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
看
過
し
た
：の
.謂
ひ
で
'I

。
，即
ち
：對
瑞
典
の帝
ひ
に
、

ハ
ン 

サ
の
助
力
を
、
或
は
少
く 

f

ハ
ン
ザ
と
の
友
好
關
係
の
I

I

求
し
た
が
故
.に
、

ハ
ン
ザ
の
.一,

方
的
權
利
の
行
使
を
醫
せ
ざ
る 

，を

得

な

，力

っ

た

の

で

あ

：っ
た
。

こ

れ

は

こ

の

，世

紀

を

通

じ

て

、

翼

丁

抹

=

諸

威

王

國

が-
尙

强

力

な

る

近

代

國

家
.に

轉

化

し

切

っ

.て 

居

な
か
、っ
た
.こ
I

意

味

す

る

。
然

し

、

旣

に

こ

の

.世

紀

の

後

半

I

て
、

、ハ

シ

ザ

の

守

勢

的

態

度

は

表

面

に

現
は：
.れ
炎
の
で
あ
る
。 

た
ざ
れ
に
對
す
る
丁
；̂
側
の
8

を
ょ

り

篇

化
す
る
爲
め
に
は、
f

國
市
浮
實
ヵ
が
築
き
上
げ
ら
れ
る
迄
、
こ
れ
を待
た
ね

.ば

•な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
.っ
.た
。
‘ 

，

'

' 

.
叙
述
の
順
序
I

倒
し
た
傾
き
が
あ
.る
が
、
以
上
が
、
|

^

-
に

述

べ

ん

と

す

る

士

ハ

世

紀

の

ハ

.
ン

ザ

と

諸

威

(

"
丁

抹)

と
の

關 

: ^
の

脖

體

的

考

察

で

あ

る

，。

g

て
、
具
體
的
.に
は
如
何
な
る
經
緯
を
一
以
て
、

一
五
六
〇
ギ
の
ォ
ォ
デ
ン
ゼ
ヱ
條
約
締
結(

に
'立
ち
至
っ
.た 

等

き

た

か

。
，f

れ
は一

言
し
て
置
く
f

な
い
i

は
れ
る
が
,

一
三
九
志
の
ヵ
ル
マ
ァ
ル
#
盟

(
K

f
r

i
l

 

u
n
i
o
n
)

 

把
よ
っ
そ
ス
カ
ン
チ
ナ
ヴ
イ
ア
三
國
が
共
同
選
定
國
王
の
下
に
合
同
さ
れ
て
後
、
广
ン
ザ
對
S

の
關
係
は
、

ハ
ン
ザ
對
こ
S

ロ
同
.

.

壬
國
の
交
渉
^
欢

ク

た

譯

で

ぁ

が

マ

更

^

ナ 

，
岡

举
0
2
^
1
^
£

'̂
:

な
...
る

內

亂.の

後

は

、ハ
.，ン
ザ
對
：丁

抹

の

交

渉

と

：な
っ

_た
の
.
で
ぁ

る
;0
'

郎

:%
諾
威
は
ノ
そ
れ
自
身
.の
參
議
院
；

(

穴
2.
-
 

chsrat)

を

ぎ

し

だ

け

れ

ど

：、
：

.然

じ

方

操0
屬

州

た

る

地

位

に

锻
^

.

る
强
ヵ
:̂
,
代
^
へ
>
1
1
1
4
1
1
1
&
1
1
£

の
.支
配
す
る
と
：.こ

ろ

と

な

り

、
又

右

の

，
參

戴

院

?)
'

土

着

貴

族;«
)
:
4
.
は
^
抹

貴

族..が

議

席

の

.主

要

部

分

を

^

:

.'■
め
た
許
り
で
な
く
、
^
官

；の

勢

ヵ

に

ょ

っ

汰

ト

の

|1
限
が
縮
少
さ
れ
る
に
至
0:
た
爲
奴
、
« :
威
自
體
に
關
す
る
問
題
も
"」

^̂

,
:
:
皆

者

の

關

、
レ
，に

ょ

0
.て
左
右
.さ
：れ
る
結
果
を
生
，じ
た
の
で
ぁ
っ
た
。
こ
の
自
國
の
謂
は
^

國
民
的
政
治
機
關
を
欠
い
た
爲
め
、
諸
威
に」 

.
於
け
る
.：ハ..
ン
ザ
の
進
出
は
比
較
的
客
易
に
行
は
れ
得
今
 ̂

致

■-
 

.

.ン...

「

•,
.

—

■'
*レ
.
.
.
.
.
，
へ
-
.
.
'
'
.
-
'
.
.
- 

I 

.■:■ . 

' 

、
 

■ 

- 

;

.

.

'■—

： 

■
:

:

が

殆

ど

蕪

か

っ

た

か

』

^
ぁ

る

？

然

し

同

時

に

該

地

；
の

上

廒

權

ヵ

衣

る

丁

抹

が

鈿

カ

耶

す

：る

と

共

に

、

ハ

’
ン
ザ
は
諸
威
に
於
け
ろ
諸
種
.
.

の

間

題

を

：先

づ

丁

抹

比

府

と

0
交
渉
に
ょ
^
て
瓶
か
ね
«
な
ら
な
い
£
と
：
に

海

っ̂
の
で
ぁ
っ
た
0
從
っ
て
十
六
世
紀
の
#
威
に
於
け 

,
る
ハ
ン
ザ
商
業
は
、
ハ
ン
ザ
對
丁
抹
の
問
題
で
ぁ
り
•
と
の
爲
め
に
以
下
に
於
い
て
は
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
家
の
ク
U
ス
チ
ャ
ン
ー
世 

以
降
の
丁
抹
の
政
治
•
經
濟
狀
態
を
對
照
し
っ
、
ハ
ン
ザ
の
商
業
を
述
べ
-る
こ
と
に
な
る
。

.ク
リ
ス
チ
ャ
.
.ン
.一
世
治
下
、
丁
抹
に
於
け
る
貨
幣
經
濟
擴
大
化
過
程
中
0
ぁ
っ
て
、

一
四
七
一
年
の
對
瑞
典
遠
征
、
七
四
年
の
羅
馬 

、

行
^ *
'に
ょ
り
、
丁
抹
の
財
政
困
窮
は
、
こ
の
七
〇
苹
代
に
於
い
て
殊
に
纈
は
と
な
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
が
七
〇
年
以
降
同
國
內
の
全
農 

,

民
に
對
.し
て
速
年
粋
別
税
を
賦
課
し
3

X
ズ
ン
ド
關
税
や
シ
ョ
ォ
‘ネ
ン
市
場
の
諸
税
を
引
上
げ
、
更
■に
は
ホ
ル
シ
タ
ィ
ン
の
富
有
大
地 

主
や
リ
ュ
ベ
ッ
ク
•
ハ
ム
ブ
ル
ク
の
獨
逸
商
，人
に
貸
忖
.を
浓
め
た
极
據
で
ノ
ぁ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
丁
抹
政
府
の
絕
ぇ
ざ
る
仍
款
■要
求
か
ら 

獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
退
期
•に
於
け
る
ペ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
.て

.-
aL
九

(

一
六
四
五〕



獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
邋
沏
に
淤
け
る
ベ
ル
ゲ
ン
の
商
業
.に
就
い
て
卜 

.

へ

ハ

〇

-

し
て
、
，そ
の
.後
暫
ら
バ
の
間
、
：
每
年
ナ
ィ
，ル
に
.5

の
金
融
^
^

 

と
呼
ば
れ
る
も
の
こ
れ
へ

で
^
る
力0

0

こ
れ
は
ハ
ン
ザ
大
商
人
に
と
っ
て
歡
迎
す
ベ
f

の
で
あ
っ
た
.。

然

し

北

歐

商

業

.圈

の

擴

大

.に
努
力
し
っ
、
あ
っ
V
 

リ
ノ
べ
ッ
ク
乃
至
ゥ
ェ
ン
デ
ン
麓
市
に
ょ

っ

：て
，
、
寥

諸

關

稅

の

，
靈

は

不

利

の

肉

子

で

あ

り

、
加

ふ

る

5

リ
ス
チ
ク
ン
一
世
I
 

く

グ

ン

王(

S

八

1

丄

五

一

三

年

：
が
、

そ

の

即

位

後

1
年

の

間

、
丁
，
抹

に

於

け

る

r
v

サ
の
特
權
認
可
を
遷
延
し
た
こ
と
も
妒
、 

甚
,
す
滿
と
す
る
き
ろ
で
あ
っ
た
。
し
力
上

、

ザ

に

對

す

る

丁

抹

Q

置

は

こ
れQ

み
に
止
ま
ら
な
か
つ
た
。
右Q

特

權

認

可

.に 

際
し
て
、
獨
逸
商
人Q
 

丁
妹
越
f

禁
ぜ
ら
れ
る
他
方
、

.

翌

I

四
九
〇
年
.に
は
英
吉
利
及
び
ネH

デ
ル
ラ
ン
ド
商
人
に
對
し
て
ハ
ン
ザ
商 

人
と
.同

1

權
利
が
猶
與
さ
れ
、
又
ョ
ハ
ン
王
は
露
西
避
の
ィ
ヮ
ン
、
ヮ
ジ
リ
ヴ
ィ
ッ
チ
王
と
結
ん
で
、
遂
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
ハ
.ン
.ザ
商
館 

高

收

せ
•し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
f

策
が
、

ハ
ン
.i

主
i

ベ
ッ
ク
を
し
て
、
i

方
i

、
‘

Tf

離
I:

 

S

に
附
か
し
め
る
に
至
っ
た
こ
と
は
當
然
で
あ
っ
たo

即
ち
前

記「

叫
七

一
年
の
丁
枕
對
瑞
典
.の
戰
ひ
に
於
い
て
、.ス

ト
，：：

ク

ホ

ル 

ム
の
鹽
缺
乏
を
策
し
て
丁
抹
を
支
援
し
た
リ

ユ

べ

ッ

ク及
び
i

は
、

一
五
〇

5

端
典
蜂
起
に
際
し
て
は
、
瑞

典

側

に

味

方
 

し

.又
一
五

一
〇
|

ニ

1年
に
は
丁
抹
と
公
然
徽
ひ
を
交
へ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る(

4)

0

 

,

て
こ
の
丁
抹
權
力
者
P
ヽ
ン
.ザ
排
擊
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン1
ー
佌(

|

五
.一
三
丨
ニ 
IQ

治
下
に
於
い
て
4

更
は
な
か
っ
た
。
即
ち 

同

王

は

先

.王

ョ

ノ

ン

の

採

っ

た

非

ハ

ン

ザ
外
來
商
人
-

Q_

に

ょ

っ

て

、.ハ

ン

ザ

勢

力

を

嘉

ょ

り

•遠

ざ

け

る

裏

を

繼

承

し

た

の
 

で
あ
る.。
こ
れ
は

一

五
！奉
力
ァ
ル
五
世

Q

息
女
ィ
サ
べ
ラ
IQ

妃
に
迎
へ
た
關
係
か
ら
、
班
に
は
金
融
的
援
助
を
得
て
居
た
こ 

と
か
ら
、
先
づ
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド
商
人
と
I

製
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
。
.こ
の
外
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
ニ
他
が
ハ
ン
ザ
排
擊
I

す
る
に
',
.
'

至
っ
た
の
.は
、•
當
時
貴
族
階
級
に
對
し
て
可
成
り
の
反
對
勢
力
と
な
：^
つ
i
あ
っ
た
丁
抹
市
民
階
級
を
利
用
す
る
爲
め
で
も
あ
っ
た
e

. 

即
ち
前
記s

e
l
e
r
.
u
m
s
c
h
l
a
.
g
-

に
於
け
る
會
同
者
を
見
て
も
容
暴
に
睢
测
さ
れ
る
や
ぅ
に
"
丁
抹
の
貴
族=
大
地
生
と
.ハ
ン

ザ

商
人 

と
の
關
系
は
遊
だ
深
い
)̂
-
の
’が
あ
.つ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
一
1
'世
は
そ
の
即
位
.2
晶
初
、
こ
の
兩
者
の
取
引
に
は
千
渉
せ
ざ
る
旨
を
そ
0 

_.'Handf este... 

^
6
0に
明
示
し
た
の
で
'あ
^
た
が
、：.
.一
五
，..一.
.
'
七
年
.に
は
遂
：'に
V
C)
'
.鄭
約
^
破
莱
し
■:
貴
族
及
.び
そ

の

代表機關た議 

院
と
關
係
を
斷
ち(

6)

、
市
民
的
勢
力
を
背
後
に
擁
し
て
、

ハ
シ
ザ
商
人
を
排
斥
し
た
の
，で
あ
つ
た
。
ネ
ヱ
デ
ル
ラ
ン
ド
商
人
を
除
外 

例
と
し
.た
諸
關
税(

ズ
ン
ド
、
シ
ョ
オ
ネ
ン
等
に
於
け
る)

の
引
上
げ
も
、
モ
スn

ォ
と
<0
,關
係
を
密
«
に
し
て
丁
抹
商
人
を
ハ
ン
ザ
商 

人
と
•同

}
.地
攸
に
置
く
特
權
の
獲
#( 

一
5

一
 

七

年〕

も

、
丁

抹

と

外

國

と

の

仲

繼

考

を

丁

抹

商

人

乃

至

市

民

に

限

ら

ん

と

ず

る

法

#:
'(

一 

五

ニ
1

$
も
、
亦
そ
の
前
平
の
瑞
典
秘
服
も
ノ
孰
れ
も
こ
の
，意
圃
を
藏
す
る
も
の
|
あ
’っ
た
と
鼠
ら
れ
る
。

■ 

'

页
に
、
'
力
'ァ
ル
五
世
と
南
獨
の
苣
商
フ
ッ
ガ
ア
と
の
關
係
を
-利
用
し
-r
.
?〕

、

ハ
ン
ザ
、の
此
歐
に
於
け
る
勢
カ
を
碎
く
こ
と
も
計
窗 

さ
れ
た
。
そ
れ
は
1

五
ニ
〇
年
の
瑞
典
徙
服
を
機
緣
と
す
る
-1
.大
丁
抹
淼
典
商
業
會
社
し
設
立
の
針
窬
で
あ
る
。
.立
案
さ
れ
た
と
こ 

ろ
，に
據
れ
ば(

S)

/

こ
の
會
社
は
.ハ.
ン
ザ
の
組
織
に
倣
っ
て
、-
.コ
ぺ
シ
ぐ
ァ
ゲ
ン
、K

ト
ッ
ク
和
ル
ム
人
露
西
丽
と
び
國
境
に
近
き
フ 

ン
ラ
ン
K-
の
一
抛
、
及
び
ネh

ザ
ル
，ラ
'ン
ド
の
ー
‘
都
市
に
夫
カ
支
店
を
設
置
し
、
以
て
北
歐
と
西
歐
と
の
取
引
を
コ
ぺ
ン
ハ
>
ゲ
ン 

に
集
中
せ
し
め
ん
と
す
爷
も
の
.で
あ
っ
た
。
即
ちn

ぺ
ン
ハ
ァ
ゲ
ン
を
以
て
リ
其
ベ
ッ
ク
に
代
へ

3
又
そ
の
王
國
を
以
て
ハ
ン

ザ

が

歐 

羅
巴
に
占
*
る
政
治
、經
濟
權
力
に
代
へ
ん
と
す
る
も
.の
で
あ
ス
。

そ
し
て
こ
の
大
命
業
の
金
融
的
援
助
を
、
フ
，
ガ
ア
家
に
求
め
た 

の
で
あ
.っ
た
0)

0

こ
の
ハ
‘
ン
，ザ

.の

獨

占

を

打

破

せ

ん

と

す

る

會

社

設

立

は

•

斤

、
爾

の

み

で
^

^
た
が(

一
5

5

i
一
一
 

年)

、
然
し 

阀
逸
ハ
ン
ザ
鞮
退
期
に
於
ゅ
る
ぺ》

ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て；>

\
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.V
獨
逸
ハ
ン
ザ
衰
退
、期
に
於
け
る
べ
ル
デ
ン
の
商
業
.に

就

い

て

‘ 

，マ
ニ 

(

一
六
|
ト

、

|

營
す
べ
き
は
、
右
Q

I

I

す
べ
き
商
人
は
、
丁
妹
I

f

れ
I

標
と
し
、
靈

商

人

階

I

れ
こ
⑴
へ 

•
ら
れ
て
居
な
.か
っ
I

で
あ
る
。
こ
れ
は
瑞
典
と
の
簾
、
特
に
瑞
典
諸
都
市
の
小
で
.f

有
力
な
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
み
の
商
人
艺
览 

力
を
確
保
す
る
こ
と
が
計
ら
れ
た
か
ら
で
t

s

、
：
又
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
二
世
が
、
諮
f

以
て
一
筒
の
I

!

 

I

 丁
株
6#

王Q

傅
楚
從
っ
た
U

っ
た
。
f

 K
g

f

乏

っ

て

は

’
蘐

嚴

に

そ

の

收

人

驚

た
る

外

な

く
、
そ

の

冒
乃

f

R

の
福
祉
に
對
し
て
は
、
i

心
I

ぐ
こ
と
連
I

い
の
で
あ
っ
た
11
-
;

)

。

の
み
な
ら
ず
、
ベ
ル
ゲ
ン
に
於
け
る
i

商
f

l

は

强
大
で
あ
っ
て
、
土
着
商
人
の
勢
力
が
.こ
れ
を
f

こ
と
不
可
能
と
見
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
：i

l

a

•に
f

る
ハ
ソ

.
の
F
業
の
廢
す
へ
力
ら
す
し
て
义
代
.へ
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
、
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
.二
世
と
雖
も
認
め
ざ
る
-を
得
な
か
っ
た
の
2

る
。
そ
し
て
こ
Q

I
は
、
ひ
と
り
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン1

®

の
み
の
蠢
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
以
後
ク
リ
ス
チ
ヤ
シ
四
世
に
f

諸
主 

の

等

し

く

抱

い

だ

つ

■'たQ

で

あ

る

.

■然
し
、
ペ
レ
へ
i

商

權

に

觸

る

、
き

ろ

無

し

と

一

I

も

、

斯

か

る

計f

ン

ザ

の

看

過

しf

と

.こ

ろ

と

な

ら

な

か

っ

た 

の
は
1

1

1
い
。
？

の

馨

蠢

は

べ

ル

ゲ

ン

.に
關
係
な
し
と
す
I

ク
リ
ス
チ
,
ン
I

I
目
は
'

I

I

 

I 

け
7 

L

售
ブ
の
禾
用
に
向
け
ら
れ
て
届
た
の
.で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
前
記
S

威
を
以
て
そ
の
財
源
と
見
t

i

の
■

で
あ
っ
：：r
,、 

王
は
ベ
ル
ゲ
ン
商
|

亦

, |
の

謹

：の
.筐

と

同

じ

く

、
對
|

驗

_

_

助
ヵ
す
べ
|

の
と
し
た
の
で
|

盖

一

.九
年
S 

^

ベ
ル
ゲ
ンQ

.
<

シ
ザ
商
人
.か
ら
I

ー.

|
給
料(

r

人
I

:

Q
丁
抹
馬
克
I

f

 

f
し
、
こ
れ
I

l

f

&

^
こ
れ
が
茼
館
乃
至
ぞ
の
ぢ
勢
カ
0
母
.體
：リ
ユ
べ
ッ
グ
：を
し
て
愤 

こ
の
紛
矫
は
、
王
の
叔
父
.
 

に
當
る
シ
ユ
レ
ス
ウ
ィ
ッ
ビ
•
ホ
ル
シ
.タ
{
ン
公
フ
リ
ィ
ド
リ
ッ

ヒ
の
.仲
介
で
、
一
S
一
 

ー0
年
ゼ
二
ゲ
ベ
ル
ク
の
傲
定
と
な
つ
て
解
決
し 

た

1/
>
で
あ
っ
た
が
、
然
し
ノ
斯
か
る
丁
棟
王
の
態
度
は
、
益
.々
ハ
ン
ザ
.を
し
て
瑞
典
側
に
-^
檐
す
る
傾
向
を
助
.長
也
し
め
た
の
.で
あ
っ 

た
。
そ
し
て
端
#

の
グ
ス
.タ
ァ

ブ
•ヴ
ァ
ザ
が
リ
チ
べ
ッ
ク
に
そ
の
助
力
を
求

I
る
に
及
ん
，で
、
遂
に
.

1

五
ニ
ニ
年
ダ
\
チ
ヒ
市
と
の
協 

同
.

Q

下
に
"
V.
A
ベ
ッ
ク
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

•ニ
世
に
對
し
て
戰
ひ
を
宣
ず
る
結
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る(

14)

。

翌一

ー
三
年
同
王
が
王
位
を
去
る
に
至
ク
た
の
は
、
>

，
ベ
-ッ
ク
の
指
導
下
に
あ
る
ハ
ン
ザ
の
勢
力̂

、

グ
.
ス

タ

.

ァ
フ
•ダ
ァ
ザ
の
下
に

:

於i

.̂
薇

國

座

时

艮

抗

ち

,

げ
ち
早

<:
:
;
友

〕

'̂
:
，

諸
因
子
で
あ
っ
た
が
、
然
し
こ
の
外
に
、
王
並
び
に
そ
の
，政
府
に
對
す
る
國
內
反
對
勢
カ
も
加
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
；そ
れ
は
丁
抹
の
貴 

族
階
級
で
あ
っ
た(

15)

0

即
ち
丁
抹
の
實
勢
力
を
構
成
す
る
彼
等
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
二
世
の
諸
令
に
よ
っ
て
政
治
的
，'*
經
濟
的
領
域 

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
居
た
こ
と
、
_例
へ
.ば
前
胬
に
於
い
て
1
丁
抹
參
_
院
の
廢
止
、
後
者
に
あ
っ
て
は
彼
等
の
_
領
生
產
衡(

農
•牧
產 

物)

の
直
接
寶
却
が
禁
ぜ
ら
れ
て
、
す
ベ
て
そ
の
寶
貿
は
商
人
の
手
を
經
る
べ
き
こ
と
、
定
め
ら
れ
た
-こ
と
等
-
す
べ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

二
世
を
し
て
ネ
エ
デ
ル
ラ
ン
ド
に
奔
ら
し
め
f
上
に
大
な
る
役
割
を
演
じ
た
の
.
'で
あ
つ
：た
。
農
業
國
T-
抹
が
、
そ
の
經
濟
の
Bi
點
を
、 

倚
農
業
支
配
莕
た
る
貴
族
に
置
い
て
居
た
こ
.と
は
、
こ
、
.に
至
っ
：

W

判
然
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
.十
五
世
紀
末
よ
り
丁
抹
商
人
階
級 

が
、
丁
抹
經
濟
の
上
に
可
成
り
の
蜇
要
さ
を
尕
し
始
め
た
と
は
耷
へ
、
尙
彼
等
は
、
彼
等
の
希
求
し
そ
し
て
ク
リ
.ス
チ
.ャ
ン
二
世
に
よ 

o
.て
一
部
實
現
さ
れ
た
掏
業=

經
濟
政
策
を
完
、全
に
見
き
得
，る
造
の
眞
ヴ
#

カ
と
は
な
っ
て
居
4
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
等
.

獨逸ハンザ袋退期に於けるペルゲンの商業に就いて六三

.(
I

六
四
九

)
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六
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'

力

リ

ス

-チ
ン
ニ
批
に
ょ
？

震
を
圖
つ
た
目
標
は
、
外
來
商
人
、特
に
ハ
ン
ザ
‘商
人
の
•排
S

含

た

。

即
ち
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
一
一 

世

はv

の
意
味
に
於
い
て
、
ハ
ン
ザ
排
露
し
て
ハ
ン
ザ
に
ょ
.つ
て
退
位
を
餘
儀
な
く
さ
れ
f

置
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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齒

1
擔
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1 1
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尙
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匿

.

て

ナ

i

s

f
の
？

ス
t

、s
四
世
治
下
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於
い
て
そ
s

<
, i
期
を
有
し
た
と
做

す

べ

き

で

あ

ら

ぅ
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K
.

力
シ
デ
ナ
ヴ
ィ
ア

主

義

に

就

，い
て
は
、V
g
L

 Karl Wahrer, Der Skandinavismus, Jomsburg, J
g
.
1
.
Ht. 4

.

へJan，
1
9
3
3

 s. 

.409',ft 

..
 

' 

'

(

3

>1

四
八
〇
年
迄
毎
年
一
月
六
日
.か
ら
十
三
日
に
か
け
て> 
ホ
ル
シ
タ
ィ
ン
の
貴
族
及
び
ハ
シ
ザ
都
市
の
商
人
が
.丁
抹
財
務
官
と
相
會
：し
て
、 

..利
拂
及
び
.借
換
を
行
.ふ
。
こ
，の
w

f
 ul

l
a
g
-

は一

時
，
丁
抹
乃
至
北
獨
迆
の
貨
幣
収
引
上
，
可
成
り
：重
要
な
も
の
で
あ
っ
たC

C
A
X
e
r

(

4)

こ
の
戰
ひ
は
結
局
丁
抹
の
勝
利
と
A
り
て
：居
る
。
：，：

_適
譯
を
知
ら
な
ぃ
の
で
.原
語
の
ま
\
使
用
す
る
。
意
味
は
、
.王
の
統
治
期
間
適
用
.さ

れ

る

憲

法

、で

あ

っ

て

、

ハ

*

バ
ア
.ヶ
ル
\
と
>

ル
タ 

ッ
-ぐ
の
癖
書
に
は
^
“
“̂
^
自
ナ
ム
日
'
^
^
®
!
!
!

.̂
!
!
,
^
!
^
!
^

 ̂

ein 

feieruohes 

p

a.vileg, 

2
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w
* eine 

v
o
m
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パ
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(

6
.

) 

Nielsen, a. 
.
a
.
.
.
.
p
. 

S.....67. 

:

(

7)

例
へ
ば
、..1

芄
_
1九
年
の
•ヵ
ァ
ル
五
世
のi

聖
羅
馬
帝
國
皇
帝
選
擧
に

.國
は
る
ヮ
ッ
ガ
ァ
係
は
、
周
知
..の.
の̂
に
廳
す
る
.;
o
-
:' 

，獨
逸
ハ
ン
ザ
•衰
退
期
K
於
け
る
，べ
-ケ
ゲ
\
の
商
業
に
'就
ぃ
て 

< 

六
五
：

;

へa

蜜

：
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獨
m
ノ、
V
ザ
裂
退
期
に
於
け

ル
ザ 
y  ■
の

業
K
就
レぐ
で

.十
»JL.

ハ

3£

C

8)

こ
の
大
廳
會
社
の
計
_
內
容
は
、H

e
n
r
w
n
d
e
l

昼
 n

,
.
D
f
e

 

l
e
t
l
-

z

l
 

H

l

l

r
 

c
b
e
r
m
a
c
l
l
t

 

i
m

 

s
k
a
l
l
h
e
n

?

)

 

I

f

i

 

 ̂

I

 

I

I

 

I

f

 

§

9

1

0 

des f
u

l
l

s

 

f

 

r
 

H
?

rscbaft 

in s
ch
w
e
d
e
? s

b
e
c
k
.

 1
9
2
P
S
;

 2
-
3
.

:
 

‘

s

 

s
こ
の
變
就
い
て
々
ン
デ
.ル
’！；
ン

氏

の

議

す

る

や

ぅ

な

矛

®
 
f

o

そ
れ
は
、
ス
ト
ッ
•ク

ホ
ル
み
の
入
口
の
i

力
が
獨
逸
八 

(

ハ
ン
ザ)
|

つ
た
こ
と
、
從
つ
て
U

.

H

こ
I

市
の
市
民
"
商
人
階
級
后
力
を
求
む

る
こ
と
は
、
塁
の
對
ハ
ン
ザ
政
.
 

策
と
相
反
す
る
1

|
招
來
す
る
こ
と
で
|

。
ハ
ン
デ
、ル
r

l

、
こ
れ
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
一
一
世
が
端
典
土
着
人
口
I

賴
し
な
か
つ 

た
爲
め
か
、
§

彼
等
の
資
力
な
备
業
技
術
な
り
が
f

 

V

G

P

l

i
知
つ
S

た
爲
緊
、
或
は
獨
f

が
そ
の
I

の 

■

毋
阈
諸
市
とQ

讓
を
斷
.ち
ハ
ン
ザ
の
强
力
な
競
I

と
t

 
n

i

s

i
め
か
I

t

と
推
測
を
：t

為

る

.
Handelmanlva. 

a
,
p
s
，

7
M
o 

•

(

1 1) 

Handelmann, a.-a‘ o. s. 70.

■.(

1 2
.

〕

-
:
.
ôl
B:
5>
r
J
.
.
3
. 

M
* 

o

.
 

S
.
.
3

5
.

.

(

13
> Ebenda, s. 35. 

■

.
、

a

v
 

p
p
e
; 

p 

O. s. 3
.

..
•
 

'

c
15
> 

N
J
e
I
s
e
n
,
a
v
<
l
s
.
7

.0

m

フ
リ
イ
ド
リ
ツ
ヒ
ー
1

(

}

五
二
三丄

1
1

三
年)

の
•

登
位
を
以
て
、
、
丁
枕
は
貴
族
支
配
着
態
に
復
し
た
。
同

王

の

f

l

i

つ
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ニ

世
が
發
布
し
た
.貴
族
に
不
利
•な
諸
法
#:
'は
す
ベ
て
廢
止
ざ
れ
た
ハ1
W
O
.
然
し
.こ
，の
丁

抹
の
復
舊
が
、'
'こ
V「

に 

踮
迫
さ
れ
た
市
民
階
級
を
し
て
、
' #
:

族
に
對
し
て
反
亂
せ
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
.の

で

あ

る

。

こ

れ

が

同

王

‘
の

崩

御

後

勃

發

し

た

亂

內 

(
G
r
a
f
e
n
f
e
h
d
e
)

の
粮
■源
で
あ
っ
た(

2)

。
，
; 

、
>

'

,

、

、
，
'

フ
リ
ィ
ド
リ
ッ
ヒ
ー
世
の
治
下
に
，は
、

ハ
ン
ザ
-の
北
方
政
®
上
、

.W
1S
の
轉
換
を
生
む
素
因
.が
作
ら
.れ
て
居
る
。
そ
れ
は
«
典
0 -
躅 

党
で
あ
る
.0
こ
の
丁
抹
と
瑞
典
と
の
判
然
た
る
分
離
に
よ
っ
て
、
そ
れ
迄
名
儀
上
な
‘り
と
も
#
し
た
合
同
主
國
の一..

角——

し
か
も
重

.要
な
-

-
は
崩
れ
、
こ
-
に̂
兩
奔
の
間
に
.バ
ル
ト
海
^
{配
が
爭
は
れ
‘る
に
，至
っ
た
。
そ
し
ズ
そ
の
後
一
.五
六一

年
に
は
、
端
典
の
手
は

レ
ヴ
ァ
ル
に
迄
延
び
、
こ
、
に
北
方
七
苹
戰
役
.

(

一
五
六
三—

七o

年)

が
行
は
れ
る
。
レ
ヴ
ァ
ル
は
去
ふ
迄
.も
な
く
、

ハ
ン
ザ
都
市
で

-
 
-..
•:'
•
■

■
. 

:.:
.....

ソ.：:

.
:
'••.
.
.
ノ

 

.

.

.

.

.

. 

. 

-
\
.
+ 

-

'
.
.
: 

. 

• 

; 

V
' 

.
パ
.
.
.
.
'
:
:
-

あ
り
、
•芡
リ
フ
ラ
シ
ド
に
於
け
る
..ハ
ン
ザ
の
據
點
で
あ
る
。
即
ち
こ

\

に
' 

ハ
ン
ザ
•は
丁
抹
側
に
移
つ
て
、
瑞
典
と
戰
を
交

：

へ
ざ
る
を
; 

得
な
て
な
っ
.た
の
で
あ
る
。
然
し
、
そ
れ
迄
は
、
‘
.，ハ.
シ
ザ
は
大
體
端
典
側
に
加
檐
し
、
丁
够
瑞
典
間
の
紛
爭
を
利
用
し
て
\
丁
株
に
於
ぐ 

け
る(

延
い
.，て
‘は
諸
威
に
於
け
石)

商
權
の
i

.

に
努
.め
た
の
で
あ
っ
たo
. 

■ 

’ 

.

.

扱
て
、
ベ
ル
ゲ
ン
に
於
い
て
は
、.1

五
ニ
三
年
グ
リ
ス
チ
ャ
ン
二
世
の
退
位
と
共
に
、
代
官
ユ
.ル
ゲ
ン
*
ハx

ゼ
ン
も
亦
そ
の
職
を
辭 

し
て
ネ
31
デ
ル
ラ
ン
ド
に
去
つ
た
。
翌
年
.フ
リ
.ィ
ド
リ
，
.ッ
ヒ」

.世
は
、•
ヴ
ィ
ン
セ
.
’ン•ツ
•
ル
ン
ゲ
を
代
官
に
任
じ
、
更
に
與
ふ
る
に
ヴ 

ァ
ル
デ
フ
、ス
及
び
イ
,
ム
テ
，ラ

ン

ド

島

の

支
.@
2
と
北
部
詉
威
全
帶
の
總
督
の
職
權
と
を
以
て
し
た(

3)

。
と
こ
ろ
で
、

ハ
ン
ザ
商

，© 

は
丨
-
ぞ
.
、

の
權
，益
の
保
有
の
上
か
ら
V

ル
シ
ゲ
と
結
び
、
そ
の
默
龅
の
下
に
べ
ル
.ゲ
.ン
，
を
我
が
物
の
如
く
に
見
て
'行

，動
し
た
の
で
あ
っ
'
.
 

た

.0
例
へ
ば
*
と
の
世
紀
の
始
め
頃
か
ら
移
住
し
歸
化
す
ゐ
外
國
商
人
ガ
漸
次
そ
の
數
を
增
し
.、
こ
れ
等
が
ベ
ル
ゲ
ン
市
民
の
勢
力
の 

■獨
逸
.-人
ン
ザ
装
退
期
に
：於
け

.
•る'

Y

ル

ゲ

、ノ
，
‘の
，
商

業

に

就
’：い
.
.
て

,/
\ 

，
六七

(

、
一
六
五
彐

〕



-
獨
逸
ぐ
1

.

1
於
け
る
、ペ
ル
ゲ
I

f

f

 

’

交

C

I

S
::
'

..
''

器
の
傾
向
と
な
り
始
め
.て
居
るQ

に
對
し
て
、
暴
力
S

て
抑
f

s

t

l

如
I

れ
で

あ

る

。

一
五

二

筆
I

蘭
人
製

如
く
、

コ
：。へX

ハ
ァ
.ゲ
ン
.政
^
に
4

S

齋

は

單

に

；
收

入

源

と

の

み

看

做

さ

れ

た

の

マ

そ

の

治

安

維

持

に

對

し
て
は
す
べ
て代 

官

に一
住
し
、
こ
れ
に
關
心
を
寄
せ
る
I

勘
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
方
、
.代
官
と
結
ん
だ
ハ
ン
ザ
商
館
は
、
そ
の
I

f
封
零

農

|

組

織

•
園
結
に
ょ
っ
て
5

, 

i

商

館

S
爵

I

用
し
市

民

の內

部

的
分
.l

p

:

l
ょ
っ

て
、
從
來
享
有
せ
.る

特

權

碁

I

た
I

る
。
.こ
の
狀
態
.は
、

一
五
云
年
ィ
f

ラ
ン
ド
I

I

I

ノ
ゲ
：
 

I

て
代
f

な
っ
た
-H

f
s

•
ビ
ル
デ
の
下
に
於
い
て
も(

4

管

は

.蒙

た

。
.

..

.然
し
な
が
ら
、
ビ
ル
デ
ば
I

命
を
受
け
て
、
f

に
商
微
の
過
度
の
權
ヵ
行
使
の
阻
正
を
S

た
。
ベ
ル
ゲ
ン
市
民
のS

擴

大

、 

石
造
敎
會
を
讓
し
て
こ
れ
を
非
常
時
の
蕩
物
妾
る
こ
と
を
防
ぐ
I

等
I

れ
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
丁
妹
I

I

ィ 

る
攻
f

i

l

基

極

f

 

1

1

塞

た

。
そ
れ
は
ク
I

ャ

兰

世

I

I

朱
f

一'

時
^X

て
は
あ
っ
た
か
J
抹

•
端
典
兩
王
S

目
を
柔
げ
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
報
酬
と
し
て
、
一
五
三
ニ
年
ハ
ン
ザ
が
、
和
蘭
^ .
I

ズ 

ン
士
矿
行
1

^
を
得
た
こ
と
S

 
く
。
ズ
ン
ド
海
峡
が
、新
興
和
蘭
商
船
，の
バ
ル
ト
海
進
出
を
阻
止
し
、
延
い
て
は
ハ
.

I

濟
圈
を
'; 

言

上

に

、、
_箄
考
地
位
を
占
め
る
こ
と
、
旣
に
他
の
機
會
に
.於
い
て
述
べ
.た
と
こ
ろ
で
あ
る
5

こ
の
三
ニ
年
の
I

は
、

、
ン

i

っ
て
f

l

i

f

.

っ
I

s

f

い
。
し
か
i

和
f

 

I

I

が
、

勢
力
と
し
て
S

ン
ヂ
■ナ

て

ア

諸

g

f

u

f

さ
れ
f

容

老

奈

故

に

、
忘

點

か

ら

皇

|

べ

各
I

重
の
利
を
得
た
譯
呔
で
あ
る
:0
:
<
:ン
ザ
#
こ
：の
情
勢
を
更
に
展
開
处
し
め
へ
る
こ
と
を
策
し
た
こ
と
當
然
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
丁
抹
に
と 

，つ
て
は
广
亡
れ
や
の
對
ぃ
策
を
講
ず
名
方
が
、

::
'
ベ

ル

ゲ

ン

の

ハ

ン

ザ
勢
力
棑
擊
策
ょ
り
も
重
要
で
あつ
た
か
ら
、
こ
の
後^'
に
對
す
る
攻

.一

;:
で

は丨
.
ハ
ン
ザ
ヤ
殊
に
リ
ラ-べ
^
ク
が
策
策
し
た
と
こ
ろ
は
何
で
あ
つ-た
か
。
先
づ
こ
の
時
の
リat
-
ベ
ッ
ク
乃
至
ウ
ン
エ
シ
デ
シ
諸
都
市 

は
？
そ
れ
^
の
も
の
^
支
配
勢
カ
务
異
に
し
ゼ
居
た
こ-と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぼ
ル
ッ
タ
ア
.の
宗
敎
改
革
,<
0
波
が
こ
れ
等
ハ 

「

ン
ザ
諸
都
市
に
：及
ん
で
、̂

曆

市

民

間

：
に

急

激

.

に
葰
延
し
、.
，
こ

れ

：
が

舊

乘

0
都

市

貴

族

^

て

ノ
 

.： 

-——

.
-，
.
'
ン
....-、

■
.

'

■
-

:

'

.

.

.,

.

-

.

.

.

 

:
.
.
.

 

•

，■
現
：は

れ

た

之
^

で
'あ
り
、
'
こ
^
 

1

變
せ
し
め
た
こ
と
で
あ

ざ
.0
シ
ト
ラ
ル
ズ
ン
ト
及
び
ヴ
ィ
ス
マ
ア
ル

.
 

し
ン
で
は-
五

ー

ー

四

哔

ぐ

こ

れ

に

數

年

後

れ

て

“

ス
-ト
ッ
ク
、
ハ

4

ブ
ル
ク
、
リ
ユ
べ
ッ
ク
に
於
い
て
、

民
主
派
の
代
表
、
が

夫

々

.の

电

會

を 

:
.銃

制

す

：
る

や

ぅ

に

な
..

つ

た
o

:

然

る

を

：リ

;-
ベ
'ッ

.，ク
以
外 ̂

結
局
民
主
派
運
動
は
：そ
の 

.
自
的
を
最
後
ま
で
貫
ぬ
乂
こ
と
を
得
な
か
つ
た
が
’

-

の
運
動
が
最
も
激
し
く
展
開
さ
执
た
リ^べ
^̂
^̂

パ
；が
、
民
生
派
が
都
市
貴
族
勢
力
を
完
全
に
壓
倒
し(

た
の
：
で
あ
；：つ
：た
。
：そ

：の

指

導

者

は

.
4
ル
ゲ
ン
へ
:*
ウ
^

H

ヴ
ァ
で
あ
り
、
彼
は 

一
五
ニ一,

m

年
春
か
ら
翌
年
秋
ま
で
市
長
の
地
^
:
.に

就

い

食

の

，で

あ

る
9)

0

拔

て
、
彼
は
'和

蘭

と

の

，戰

ひ

を

決

意

す

る

と

共

に

、

他

方 

:

こ
9
和

蘭

，と

友

好

賺

係

に

あ

る

丁

抹

王

室

を

內

亂

を

以

て

困

11
せ
し
め
、
以
て
前
記
フ
リ
ィ
ド
リ
ッ
ヒ
一
世
の
失
肷
を
擴
大
す
る
こ
と 

を
！I

つ
た
'。
し
か
も
彼
の
許
_
に
內
通
す
る
者
に
、
貴
族
の
抑
踮
に
惱
む
丁
抹
市
贝
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

'
 

斯
く
て
事
態
は
リ
ユ
バ
ッ
ク
に
有
利
に
展
開
さ
れ
ん
と
し
た
の
で
^
つ
た
が
、
先
づ
丁
抹
*
於

階

級

は

一

五

三

四

年

の

芨

、

フ
’
リ
ィ 

獨
逸
ハ
ン
ザ
叙
退
期
.に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て
，
、
 

六
九

(

、ー
六
丑
五

)

.

.



-

.

.

.
獨
逸
ス
ン
ザ
衆
退
.别
に
於
け
る
ぺ
.ル
ゲ
ン
の
商
業
に
歲
い
て 

h

o

2六
*-
ニ
、
ノ
 

ド
リ
ッ
ヒ「

世
の
.1

子
:^
リ
ス
チ
ャ
ン
H
1{
t(

一
 

五
三
四
I
五
九
年)

I
檲
汪
に
迎
へ
て
'

(

10
Y
そ
の
、勢

力

を

強

心

し

”

次

ぎ

に

和

蘭

と

の 

戰

ひ

裳
«

を

期

待.し

ホ

ゃ

，

ノ

デ

，
：ン

.諸
都
市
は
、；
全
く
恃
む
.吃

 ̂

逯

に

對

丁

抹

戰

に

於

い

ビ

リ 

ユ
べ
ッ
グ
.は
、
三
四
年
-十
月
そ
の
軍
門
に
降
伏
し
S

丨
そ
れ
と
共
に
同
市
の
民
主
政
治
も
終
.

吿
げ
て
、
#
び
從
前
の
如
き
都
市
：
 

貴

族

の

支

旧

ず

る

と

こ

ろ

と

な

つ

た

^
?

)

。

そ

し

て

三

六

年

リ

1

ベ
ッ
ク
と
丁
抹
と
は
、

ハ
+
ブ
ル
ク
に
於
い
て
^

和
を
約
し
た
の
で

あ
つ
た
0

• 

.•、 

• 

. 

.

、

:
'
:
.
あ

.
..
'■,.て

：：
:

〈

..
';
/
'

:: 

.
,:
' 
.. 

. 

く

じ
の
ハ
ム/

フ
ル
ク
の

^

和
に
於
い
て
、

ハ，■ン
ザ
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
三
世
-か
ら
T
株
に
於
け
る
特
權
を
認
可
す
べ
き
約
束
を
得
た
。
然 

し
こ
れ
^

:
行
さ
れ
た
の
.は
四
七
半
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
王
が
遞
延
策
を
講
じ
た
か
ら
で
あ
り
c
;14
y

他
方
ハ
ン
ザ
の
側
に
於 

■い
て
も
こ
れ
を
促
す
迫
カ
に
於
い
て
缺
く
る
士
こ
ろ
が
あ
つ
衣
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
-—
•
度

^

主

派

の

洗

禮

を

受

け

た

9 
-
ベ
ッ
ク
け
會 

に
は
.

#
び

都

市

.«
族
^
も
の
.と
な
つ
た
後
に
於
い
.て
も
、
.嘗
て
.と
同
じ
き
積
極
的
色
彩
が
無
く
な
0
て
g
た
。
こ
れ
は
こ
の
寺
セ
り 

1

册
紀
，餘

:(
0
以

前

.リ

-
ぺ
.ッ
ク
市
會
が
#.
エ
業
者
脣
の
支
配
す
.る
と
'こ

ろ

と

な

り

、

そ

し

て

亦

そ

れ

が

博

び

都

-^
貴

族

の

手

に

乂

リ
 

'戾
；1
れ
た
時
に
生
じ
た
9

ユ
ベ
ッ
ク
.の
.、
從
つ
て
ハ
ン
ザ
の
經
濟
政
策
« :
.換
の
事
情
と
相
通
ず
る
|

ろ
：が
あ
る
15
.

)

0''
'
-彼
|

つ
て 

Iは

:#
他
的
輕
濟
%
策
の
.採
用
を
招
來
し
たP

此
に
..あ
0
.て
は
、
.
.封
鎖
的
:1
度
.を
持
す
る
こ
と
は
勿
論
、
•更
に
加
ふ
る
に
、
新
b
に
發
k
.
 

才

；る

問

題

に

は

謂

は
r
姑
息
な
手
段
を
弄
し
て
と
れ
に
對
處
す
る
態
度
を
坐
ん
だ
の
で
あ
るO

そ
れ
に
は
自
己O

固
与
カ
の
尙
强
大
な 

る
に
恃
む
と
こ
ろ
も
あ
-つ
たQ

で
あ
-る
。
リ
ユ
ベ
ッ
ク
に

,<
?
:つ

ズ

は

、
ク
.9
-
ス

チ

ャ

シ

三

世

に

ょ

る

，特

榴

認

可

が

當

然

の

と

，と

、

さ

れ

、 

そ
.の
泌
ず
ゃ
-^
は
る
べ
き
こ
と
に
就
ぃ
て
何
等
疑
を
狹
ま
な
か
っ
-^
の
.で
ぁ
る
。
斯
か
る
確
信
の
下
に
あ
る
ハ
ン
ザ
指
導
象
が
ノ
三
六

华
の
約
言
の
履
行
を
敢
ぇ
て
迫
る
と
こ
ろ
な
か
つ
た
ひ
は
當
然
で
あ
つ
た
。
.

然
し
な
が
ら
、
事
實
に
於
い
.て
遷
延
的
方
法
が
採
ら
れ
得
る
程
に
、
リ
ュ
べ
.ッ
ク
n
ハ
ン
ザ
の
權
勢
は
-昔
日
の
■俤

を

炎

つ

て

居

た

.の

■ 

/
-■ 

V
.
- 

- 

■ 

■ 

■ 

-■ 

.
V
' 

■

->:
■ 

■ 

- 

■ 

- 

- 

■■ 

• 

■■ 

■■ 

.. 

:
■
- 

■
- 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

で
あ
る
。
贫
は
こ
ル
ば
ノ
對
手
側
の
權
力
の
相
對
的
增
大
.と
す
る
方
が
適
切
：で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
ズ
ン
ド
海
峽
を
そ
の
掌
中
に
收
：§
得
た 

丁
沫
忒
、

ハ
ま
やd

o
m
i
n
i
u

日
.日ajds,

ffl
t
i
d

を
生
張
し
得
る
地
位
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
そ
‘れ

は

完

全

に

爲

し

得

石

^

い
ふ

.

; 

.
: 

•
■
.'.

、
 

，

. 

/
. 
.一 

• 

• 

.

.

.

.

. 

V. 

• 

.

.
ン

... 

.

.

 

. 

.

.

.

意
味
で
-は
な
い
こ
と
をT

言
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。 

，

. 

,

一
五
三
六
苹
"
內
亂
の
、鎭
腿
と
共̂T

T -
拔
は
新
秩
序
を
.以
て
置
き
換
へ
ら；

れ
た
。
宗
敎
改
革
は
行
は
れ
、
國
王
は
寺
領
を
沒
收
し
、

■
.
.
.
 

■■ 

-■ 

- 

V 
■ ' 

へ：'.;'.'
'
:

-

■

ノ

:い
'
て',
,
-;.
:
'
.
.
ケ，
.，
.
''
- y
f 

.

 ̂

. 

v

-:'.

;'':.::

■■.
:■.•*
'
-
V 

--

敎
會
十
分
.
.一
税
を
國
王
へ
’の
十
分1.

税
に
改
め
、
又
^
亂
の
際
市
民
側
に
あ
つ
た
者
の
所
領
を
沒
收
し
た
。
斯
く
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ
シ 

三
仳
は
、
全
耕
地
の
四
五
％
を
直
領
地
々
な
し
得
’た(

16)

。 

'

.こ
の
.時
王
と
並
ん
で
政
治
•經
濟
的
優
越
を
獲
得
し
た
の
は
«
族
で
あ
る
。
こ
れ
と
'反
對
に
丁
抜
市
民
は
、I

世
紀
に一

日I

つ
て
戰
つ
た

-
.■ 

. 

... 

V 

, 

-
:
. 

■ 

- 

. 

: 

... 

, 

. 

.... 

\ 

- 

: 

. . 

- 

'
 

•

ハ... 

-
.
-■
. 
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■ 

■ 

* 

.. 

. 
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U

目
の
的
乃
至
そ
希
望
の
實
現
を
一
切
放
棄
.せ
>ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
丁
抹
の
商
業
は
、
.彼
等
の
手
か
ら
離
れ
て
、
殆
ん
ど
貴
族
©
掌
握 

す
氙
と
こ
ろ
と
な
つ
た
'O'
一一
 
4

ル
ゼ
ン
敎
授
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
こ
の
一
五
三
六
年
の
改
組
が
、
後
年
の
'丁
抹
市
段
の
復
活
を
困
難 

な
ら
し
め
た
原
因
の
.一
.な
.の
，で
あ
る(

17
P
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C
o

こ
の
内
亂
に
於
い
て
、
-丁
採
麗
階
級
は
ル
ッ
タ
ァ
派
に
攝
‘し

.-
»貴
族
は
樊
部
分
襲
を
1

し
て
居
た
爲
め
、こ
の
對
立
を
以
て
シ
チ 

.

エ
フ
r
ァ
は
獨
逸
農
民
戰
淨
の
丁
抹
■に
於
け
る
再
現
と
云
は
れ
て
居
る
。
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定
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し
て
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‘、丁
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f

の
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對
す
る
と

こ

ろ

と

な

つ

て
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戰
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.

.謙
威
に
於
い
て
はV.

宗
敎
改
革
.の
結
搌
、

1
1ダ
ロ
ス
の
司
敎
オ
ラ
ア
フ
.
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ゾ
ォ
シ
の
.失
脚
と
な
り
、
こ
れ
を
端

-

緖
と
し
て
參
_
院
ひ
分
裂
、
そ
し
て
遂
に
解
散
と
な
っ
た(

1)

9

こ
れ
は
同
地
に
あ
る
代
官
權
カ
の
擴
大
を
意
味
し
、
斯
く
て
ハ
ン
ザ

. 

: 

. 

.

1
 

. 

•
• 

.

.

.

. 

. 

/
. 

.
.
.
.

:

商
館
取
締
は
漸
く
そ
の
態
を
備
へ
始
め
る
や
ぅ
に
な
っ
て
來
た
。
殊
に
そ
の
後
一
五
芄
六
年
就
任
せ
る
代
官
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ア
•
フ
ァ 

ル
ケ
ン
ド
ル
.フ
の
'如
き
は
、
べ
ル)

ゲ
ン
.
.市
民
の
聲
を
夂
く
聞
き
.、
峻
嚴
.を
以
て
名
高
か
っ
た(

？)

。

こ
の
他
方
、斯
か
る
保
護
の
下
に
、 

;:
市
民
隙
級
も
次
第
に
そ
の
地
_步

を

间

め

っ

、
あ
.っ
：
た

。

外

國

要

素

の

附

•加
が
，
彼
等
.の
攩
頭
に
資
す
る
と
こ
.ろ
多
か
っ
た
こ
と
は
旣
に 

述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.そ
し
て
こ
の
趨
勢
.は
、

ハ
ン
ザ
商
館
の
最
早
姐
止
.し
得
る
も
の
で
な
か
つ
た
。 

.

や
が
て
市
民=

=

商
人
階
級
は
、

ハ
ン
ザ
の
無
法
行
爲
に
對
し
て
、
積
極
^.
に
抗
議
を
發
す
る
や
ぅ
に
な
っ
て
行
っ
た
。

例
へ
ば
、

一
 

■
,

五
一
一I

七
丨
三
八
华

に
、
ハ

ン
ザ
商
人
が
シ
ト
ラ
シ
ド

街(

諸
威
人
區
域)

に
進
出
し
て
雜
貨
や
食
絆

品
を
小
寶
す
る
こ
と
を
、
共
同
抗
議 

.
し
た
如
き

こ
れ
で
あ
る(

3)

0

即
ち
諸
威
市
民
は
"
彼
等
の
旣
得
權(

ベ
ル
•ゲ
ン
市
內
及
び
そ
の
間
圍
の
農
村
に
於
い
て
小
賣
し
得)

に 

對
す
る
侵
寄
を
訴
へ
た
.の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
の
み
に
1|
*
.ま
.ら
な
.か
っ
た
。
彼
等
自
ら
當
初
ひ
取
引
眼
界
を
乘
り
越
へ
て
"
卸
取
^
[

に

.■
' 

. 

- 

. 

- 

, 

- 

'
-

■■
• 

、
 

, \

 

. 

- 

.

.

:*
- 

- 

- 

f 

.

-

も
手
を
染
め
始
め
：た
の
で
あ
っ
た
o
.、素
ょ
.り
.最
初
こ
の
取
引
額
は
大
な
.る
も
の
で
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
o
.然
し
こ
れ
は
、
.ハ
ン
.ザ
側 

の
看
過
し
得
る
も
の
で
.な
か
っ
'た
。
-何
と
な
れ
.ぱ
、
そ
れ
は
.ハ
ジ
ザ
商
館
#
立
の
.根
幹
た
る
信
用
制
度
—

仕

込

制

—

の

破

壞

に

等 

し
い
か
ら
で
，-あ
，る。

' 

/
/ 

:

.

先
づ
こ
.の
.ベ
，ル
ゲ
ン
市
厌
の
卸
取
引
の
對
手
は
、

ハ.

ン
.ザ
以
外
の
ル
來
商
人
^
特
に
和
蘭
商
‘ん
を
主
と
す
る
こ
と
斷
る
迄
も
な
い
が
、

...
 

:■/•
.
 

.
:•
'•
:
'•;
-
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.
•
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'
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獨
逸
パ
ン
ザ
衰
退
期
に
於
け
る
ベ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
-い
•て
，

く 

\ 

七

三

2

六
五
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I

ヤ
ン
S

,
退

期
に
於
け
る
ペ
ル
ゲ
ン
の
蓮
に
就
い
て
. 

:
七

四

(

5

§

'

そ
の
脱
9
商
1
た
る
愈
緊
市
民
は
如
何
に
し
て
.得
た
か
秦
ふ
に
、
そ
れ
は
馨
自
ら
口
フ
ォ
オ
テ
ン
そ
の
他
の
鱒
場
に
航
行
し
て

I

す
る
.か
，
又
は
ノ
ル
ド
ラ
ン
ド
や
フ
ィ
.ン

マ

ル

ヶ

ン

に

於

い

.て

そ

の

地

の

漁

民

か

ら

直

震

易

し

た

り

し

た

の

で

あ

I

ン
。

即

ち
へ
ル
ゲ
ン
市
民
の
沿
S

獬
に
よ
る
の
セ
あ
っ

た

。

と
こ
ろ
で
こ
れ
は
、ノ
ル

^

^

ア

ラ

ァ

が

(

各

商
人
Q

S
に
I

束
縛

，か
ら
解
放
さ
れ
得
る
機
綠
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
し
、
又
非
ハ
.ン
ザ
外
來
商
人
が
ベ
ル
ゲ
ン
商
人
，と
の
.直
接
I

に
よ
つ
て

濱

|

I

し
得
る
こ
と
に
も
•な
る
秦
で
あ
つ
た
。
そ
の
孰
れ
に
於
い
て
も
、
鍵
輸
出
去
ン
ザ
が
占
め
る
獨
占
的
地
-

れ
な

い
。
例
へ
ば
上
.記
の
如
ぐ
、
I

商
人
に
漁
夫
に
對
す
る
出
漁
資
金
貸
與
が
禁
S

れ
て
居
て
も
-
そ
れ
は
何
等
ハ
ン
ザQ

地
位
の
：保
證

と
茗
ら
な
い
の
で
あ
る
。
殊
に
と
の
危
險
は
、

一
五
四
ニ
年
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
妻
に
よ
つ
て
、
ベ
ル
ゲ
ン
の
都
市
特
權
の
擴
大
と
共

に
.
市

場

歡

期

間

の

最

初

の
一

週

.間

は

外

來

商

人

相

W

の
取
則
が
禁
ぜ
ら
れ
る
に
至
つ
て(

石〉

-

|

歷
大
な
る
も
の
と
な
つ
たo

こ

れ
に
よ
つ
て
へ
ル
't

市
民
は
こ
の
一
週
間
に
非
ハ
ン
ザ
外
來
商
人
と
卸
造
を
營
む
權
利
を
謹
さ
れ
た
譯
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

• 

t

 
>

ン
ザ
商
乳
の
有
す
る
從
來
か
‘ら

の

取

引

關

係

が

直

ち

に

破

り

去

ら

れ

‘
る

も

の

で

は

な

か

つ

た

點

か

ら

し

て

、

ハ
ン
ザ
商
人
の

へ
ル
ペ
ヶ
ン.の
對
外
質
i

に
於
い
て
占
む
る
地
位
は
尚
確
保
さ
れ
’て
居
た
と
云
へ
る
。
然
し
、
蔑
市
民
の
國
內
取
引
の
仲
長
丨
べ

.ル
ゲ
ン
北
方
へ
の
航
行
も
こ
れ
に
屬
す
I

に
よ
つ
て
、
ハ
シ
ザ
の
'得
る
.利
潤
が
多
少
と
も
減
退
す
る
こ
と
は免
れ
得
な
い。
そ

こ

で

こ
，の
ベ
ル
ゲ
ン
北
方
普
の
.中
劳
至
制
限
を
代
官
に
要
求
し
た
の
.で
あ
つ
た
が
、
.然
し
こ
、
に
至
つ
て
は
拒
絕
さ
れ
る
，許
り
で
あ
つ

た
？

期
く
て < 

ン
ザ
商g

と
し
て
は
、
'本
國
都
市
.の
カ
を
か
り
.で
、
こ
れ
と
丁
抹
主
權
者
と
の
交
渉
に
俟
つ
よ
り
他
に
施

す

べ

き

：
 

策
が
な
か
っ
た
の
で
ぁ
る
0
,

.
然
る
に
ノ
そ
o.
本
國
都
市
が
前
鴻
の
如
く
嘗
て
と
そ
の
態
度
を
異
に
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。，
ベ
ル
ゲ
ン
商
館
の
權
益
保
全
ど
：
 

こ
ろ
か
？ 

丁
抹
H
諸
威
領
內
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
全
體
の
享
受
す
；べ
き
特
權
の
確
認
を
新
國
茁
か
ら
得
る
こ
と
も
&
く

し

，て

、

毂

延

徒

，ら 

に
時
.日
を
11
ね
て
居
.た
の
で
あ
る
。
‘と
こ
ろ
.で
、
こ
.の
本
國
都
市
.は
パ
ル
ゲ
ン
商
館
の
訴
に
對
し
て
如
何
な
る
指
乐
を
與
へ
た
か
。.
现 

在
迄
に
印
刷
に
附
さ
れ
て
居
る
.ハ
V ,
ザ
史
料
集
成
は
一
五
G
0 -
;菊
卸
”
^'
ハ
ジ
.ザ
#f

i

議
審
錄
は
.
1五
三
四
年
迄
し
か
な
い
が
？

\ 

最
近
オ
ッ
-h
ォ
，•
レ
エ
.ル
ク
氏
が
卩
ス
ト
ッ
ク
文
書
館
所
藏
の
ー
艽
四
0
矩
度
議
事
錄
ハ
未
刊

)

に
恶
き
發
表
さ
れ
た
と
こ
-?
>
'に
ょ
る
と
、 

同
年
リ
it
ベ
ッ
ク
に
於
い
て
、
商
僻
の
代
表
者
と
ベ
ル
ゲ
ン
航
行
昔
組
合
の
設
置
さ
れ
て
届
る
諸
市
の
代
表
者
と
が
*
ベ
ル
ゲ
ン
の
事 

態
に
就
い
て
の
對
策
を
協
_
し
，て
居
る
。
そ
し
て
そ
の
結
粜
、(

ご

諸

威

官

民

に

は

、そ

の

最

低

，必

要

額

以

上

を

賣

ら

ぬ

こ

と

、
，

(
1

一

)

來 

訪
ず
る
諾
威
商
人
に
穀
物•

ホ
ッ
プ
等
女
賣
り
渡
す
違
犯
都
市
を
抑
壓
す
る
こ
^
等
が
決
矩
さ
れ
た
と
一
25
:
ふ
9*〕

0

こ
れ
は
ハ
シ

ザ

商 

館
が
諾
威
經
濟
に
•於
い
て
占
め
る
，地
忙
の
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
飽
く
ま
.で
確
信
し
、
そ
し
て
諸
威
商
人
が
入x

ザ
商
人
と
同
權
を
：
 

1

1

1

1

の
'對

等

權

利

を

要

求

せ

し

め

る

や

ぅ

な

方

向

を

逃

っ

て
居
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
.こ
れ
に
對
し
て
右
の
會
議
で
は
、
た
'̂

從
來
の
如
ぐ
.
 

高
腰
的
態
度
を
持
續
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
の
で
あ
~っ
た
。
と
は
123
:
,
.へ
斯
か
る
.獨
占
維
持
策
が
最
早
完
金
に
强
行
し
得
ざ
る
こ
と
.は
、、
 

前
述
ひ
如
く
で
あ
る
,°
嘗
て
商
館
所
屬
商
人
の
振
舞
っ
た
や
ぅ
な
藜
力
的
解
決
は
行
ふ
べ
く
も
な
く
"
又
丁
抹
當
局
の
双
f

畠
も
, 

.化
し
て
I

。

こ

、

に

於

いS

に
ハ
.
ン

ザ

側

も

そ

の

態

度

を

改

め

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

ノ

こ

れ

が

ク
リ
ス
チ
•ャ
ン三
世
治 

五
、
.四
九
、
五
ニ
、
五
三
、
五
四
年
の
.五
.囘
に一

且
っ
て
、

<
.ン
ザ
铘
市
の
代
表
者
と
ベ
ル
ゲ
ン
-布
民
代
表
と
が
、
丁
抹
國M

を
裁
定
者 

- 

獨
逸
ハ
ン
ザ
蓑
退
期
に
於
け
る
•ペ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て 

七

五

.

(

1
六
六
ー
>



•

獨
逸
ハ
ン
炉
衰
退
期
に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ン
の
商
業
に
就
い
て• 

七
.

5、

こ
六
六
5

.

と
す
る
'
#議
を
開
い
た
所
以
で
あ
る
。 

.

■ 

•
.

:
こ
の
交
渉
の
經
過
を
麗
す
る
こ
と
を
避
け
て
成
艰
の
み
を
擧
げ
れ
，ば
、
四
五
S

t

,ォ
デ
ン
ゼ
ェ
會
_
で

は

、

ベ

ル

ゲ

ン

.
^
民

こ 

對
し
、
て

北

方

航

行

が

承

認

さ

れ

た

。

但

，し

そ

れ

は

年

に

十

隻

に

.限
り
、
又
そ
れ
は
ベ
ル
：ゲ
ン
に
直
接
歸
帆
ず
ベ
き
も
の
と
す
る
。
即
¥ 

ベ
ル
ゲ
ン
•
ス

ブ

ル

權

の

維

持

が

f

れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
ベ
ル
ゲ
ン
市
风
に
も
犯
式
に
ノ
ル
ド
フ
ァ
ア
ラ
テ
に
對
す
る
艤
裝 

權
が
許
可
さ
れ
、
更
に
、
.ノ
ル
ド
フ
ァ
ア
ラ
ァ
の

.債

務

隸

屬

化

を

減

少

，せ

し

め

る

爲

め

、

彼

等

が

•ハ
ン
ザ
商
人
へ
の
債
務
■の
返
濟
に
當 

て
る
貨
物
は
そ
の
べ
ル
ゲ
ン
に
搬
入
す
る
額
の
半
ば
以e

た
る
べ
き
こ
と
、
但
し
そ
の
殘
餘
の
貨
物
に
對
し
て
は
ハ
ン
ザ
商
人
に
優
先
：
 

貿
入
の
權
利
あ
る
こ
f

し
、
そ
の
外
に
は
ベ
ル
ゲ
ン
•の
代
官
が
自
ら
商
業(

對
內
•對
外)

を
營
む
こ
；I

嚴
禁
し
た
9

)

0
.斯
か
る 

.
袋

は

、

ハ
ン
ザ
器
に
と
っ
て
實
f

不
利
t
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
殊
に
最
後
I

令
の
如
き
は
、
そ
の
：喜
び
と
す
る
.ど
こ
ろ
：で 

蕩

。
次
い
で
四
七
年
に
は
璧
に
ょ
っ
下
ハ
ン
ザQ

1

般
的
特
權
が
靈
さ
れ
、
事
態
は
ハ
y
ザ
に
と
っ
^

轉
す
|

に
見
ぇ
'.
'
.
:

.

た

こ

と

も

あ

っ

た

。
■
然

し

縱

令

そ

の

船

舶

隻

數

に

制

限

が

加

へ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
尙
べ
•ル
ゲ
ン
市
民
に
北
方
航
行
が
公
け
に
許
可
さ 

.

れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
等
と
ノ
ル
ド
フ
ァ
ア
ラ
ァ
と
の
取
則
が
馨
の
度
S

し
た
こ
と
斷
る
迄
も
な
い
。
遂

に

晝

年

5

リ
ス 

•
.チ

ン

三

1
は
そ
の
作
紅
#:
數
を
ニ
十
a

&
に
%
加
し
S

、
翌
年
に
は
こ
の
制
限
が
撤
去
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
只〕

。

の 

、
み
な
ら
ず
ベ
ル
5

崖

の
中

に

は

、
ハ
ン
ザ
船
舶
を
.傭
船
し
て
彼
等
.
S

W

Q

.下：に

ご

ザ

.都
市
S

送
す
f

 

l

霞

t

聲 

さ
べ
生
じ
た
。
こ
れ
は
四
九
讓
コ
ぺ
ン
ハ
ァ
ゲ
ン
會
議
i

起
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
|

9

。：

「

非
づ
ン
J

の
I

企
業
嚴
S
 

ン
則
か
ら
し
て
、
.斯
か
る
要
求
f

シ
.ザ
の
動
底
容
る
べ
I

f

で
な
か
つ
た
こ
と
明
か
2

^

を
生
じ
、
そ
し
て
そ
の
對
等
權
利
の
•主
張
を
發
せ
し
め
た
こ
と
は
、
そ
の
成
否
は
と
に
か
く
と
し
て
、

ハ
ン
.ザ
：

Q

側
に
以
前
の
如
き
侵 

す
べ
か
ら
ざ
る
勢
威
の
失
は
れ
始
め
た
こ
と
を
示
す
と
云
へ
ょ
ぅ
。
そ
し
て
又
べ
ル
.ゲ
ン
に
於
け
各
獨
逸
手
工
業
者
が
、j

五
五
六
I 

五
'^
年
に
商
僻
と
.の
連
繫
を
斷
た
れ
る
に
至
つ
た
如
き
も(

-1
3)

、

ー.方
獨
逸
人
勢
カ
の
弱
少
化
を
坐
ぜ
し
..め

允

こ

と

尠

く

な

く

、
.
他

方 

諸
威
官
段
の
勢
カ
擡
頭
を
物
語
る
も
の
で
あ
.つ
た
と
做
し
得
る(

14
>
-
,
. 
:
 

.
 

.

へ
棋
：̂

.
,

十
六
世
紀
も
後
半̂

な
れ
货
？
^
抹
は
重
商
主
義
國
右.
て̂
.:0
童

：
み

を

如

，
へ
.
始

め

カ
は
、
.そ
の
領
邦
諸
侯
の
腮
迫
下
に
、
，次
.第
に
失
は
れ
つ
-
あ
つ
.た
。
こ
の
勢
力
交
代
が
、，一

五
六
〇
年
の
オ
ォ
.デ
シ
ゼ
严
通
商
條
約 

締
結
の
背
後
に
潜
在
し
て
居
る
こ
と
旣
に
述
べ
衣
と
こ
ろ
で
あ
名
。
そ
の
前
年
.フ
.リ
ィ
ド
リ
ッ
ヒ
ニ
世

2

五

五

九

丨

八

八

年

)

の

即

位

， 

と

共

，に
、

ハ

，ン

ザ

は

新

王

に

對

し

て

丁

抹

=

諸
威
に
於
け
る
そ
の
特
權
の
確
認
を
要
求
し
た
が
、
王
は
こ
れ
を
拒
絕
し
、
.代
.ふ
る
に
、
 

先
王
一
治
下
一
五
五
.三

年

の

コ

ぺ

、
ン

ハ

ァ

ゲ

ン

#

g
に
於
•い
て
企
て
ら
れ
た
通
商
條
約
締
結
に
就
か
て
の
■ハ
ン
ザ
の
決
意
表
明
を
以
て
先 

決
問
題
と
す
べ
き
.こ
と
\
さ
れ
た(

15)

0

こ
れ
に
對
し
て
、
齓
記
の
事
情
の
下
に
あ
る
ハ
ン
ザ
諸
都
市
は
、
た
^
應
諾
す
る
ょ
り
他
は 

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

——

，：

オ
ォ
デ
ン
ゼ
ユ
の
會
議
に
於

.い
て
の
ィ
ニ
シ
.ア
チ
ヴ
は
、
全
く
丁
抜
當
局
の
握
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
と
袞
へ
る
。

ハV

サ
の
要
求
も 

一
部
は
容
れ
ら
れ
た
。
例
へ
ば
零
細
漁
民
，に
對
す
名
艤
製
權
や
そ
の
債
務
返
還
要
求
權
に
關
す
る
’條
項
の
如
き
で
あ
る(

16)

。

.
然

し

べ 

ル
ゲ
ン
市
民
の
北
方
航
行
限
度
は
以
後
十
二
年
間I」

十
四
隻
と
宠
め
ら
れ
、
又
被
等
は
ハ
ン
ザ
諸
都

市

內

に

於

い

て

、
..ハ
ジ

ザ
商
人
が
丁 

祙=

諸
威

，に

於

い

•て

享

有

す

る

■と
同
一
權

利

，を與
ぺ
ら
れ
る
こ
と
'に
^

つ
た
0

更

に

ハン
ザ
商
館
は
地
租
及
び
軍

役

税(
L
e
i
d
a
n
g
e
r
)

,.

獨
逸
ハ
ン
.ザ
.装
退
期
に
於
け
る
べ
ル
ゲ
ン
kの
商
業
に
就
い
て) 

'
 

七

七

(

一
六
六
三)



.獨
逸
ハ
ぶ
遽
期
'に
於
げ
る
ペ
ル
ザ
ン
の
商
業

‘に

就

い

て

• 

. 

t
 

a
-
K
-
K

s ,.. 

納
入
め
義
を
負
つ
た
0〕

。
.即
ち
ハ
ン
ザ
商
館

Q

根
幹
た
る
仕
込
制
は
從
前
の
如
く
何
等
變
更
な
く
存
續
す
t

と
に
な
つ
た
の
で 

あ
る
が
.、
然
し
そ
れ
は
丁
抹
驚
Q
.
I
入
S

維

持

齧

め

た

？

、

他

方

「

ン

ザ

と

し

て

は

’
業

絕

對

證

す
 

る
I

の
無
力
つ
た
非
ハ
ン
ザ
商
人
の
‘對
等
權
利
承
認
と
い
ふ
謹
を
拂
は
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に
從
前
の
組
き
關
税
以
外
鐘
稅
免
除 

、
の
特
典
I

れ
て
、
土
着
人
p

i

t

雲

ざ

れ

t

i

l

で

あ

る

。
、
六

〇

年

の
1

締
結
さ
れ
た
こ
の
I

ょ 

つ
ズ
直
ち
に
1
找
J

威
商
人
が
ハX

ザ
諸
都
市
に
謹
す
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
な
い
こ
と
、
旣
述
の
如
く
で
は
あ
つ
た
が
、
然
，
 

し
縱
令
原
則
と
し
て
だ
け
で
あ
？

も
、
こ
S

化
は
ハ
ン
I

上
十
分
注
意
笛
す
f
 

Q

I

2
つ
た
。

こ
の
條
約Q

締
結
I

し
て
、
ベ
ル
'f
v
篇

は

全

く

I

I

碧

。

又
ハ
i

都
市
も
I

れ
l

i

i

.
し
て
な
か
っ
た
。
殊
に
ダ
ン
チ
で
の
不
滿
は
大
な
る
も
の
が
あ
つ
衾
兮
ぶ
れ
は
同
I

於
い
て
、
'ゥ
バ
ン
デ
ン

六

ド

特
應
稅
を
與
へ
ら
れ
た
I

迄

因

す

る

き

.ろ
多
い
4

へ
‘ら
れ
る
§

■

然
し
そ
れ
等Q

讓

も

、
同
條
約Q

成
立
を
何
等
进 

止
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
o 

-

‘

と
こ
ろ
で
、
.こ

の

簾

締

結

後

半

趙

餘

裔

の

ベ

ル

ゲ

ン

の

塵

0
大

勢

彘

い
て
は
旣
S

ベ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
，
こ
、 

與
び
繰
り
返
す
I

は
止
め
••令

レH

ル
タ
氏
が
ベ
ル
ゲ
ン
部
段
の
所
有
船
舶
を
調
资
さ
れ
た
結
論
を
揭
げ
て
置
く
。
そ
れ
に
ょ 

れ
ば
、一.

2

ハ
九
S

ル
ゲ
ン
に
は
，
.

U

十
隻
の
貨
物
船(

總
許
九
四
六
ラ
ス
ト)

と
六
十
五
隻
の
撒
船(

總
I

ハ
五
〇
ラ
ス
全 

が
あ
.つ

こ

’れ
に
對
し
て
ベ
ル
ゲ
ン
を
訪
れ
る
ハ
ン
ザ
蒙
市
の
船
舶
は
、
稍
々
.比
較
す
る
に
は
時
日
が
離
れ
て
届
る
が
、

一
 

六
〇
〇
S
Tに

べ

ル

ゲ

ン

航

行

者

組

，合

に

屬

す

f

Q

一
 

四

一

集(

總

計

九「
六
.ラ

ス

卜)V

不

定

期

の

も

の

I.

〇
集

(

總
ft
*
七
0

0
ラ
ス

ト)

兩
者
合
B t

し

て1

萬
ラ
ス
ト
.に
'近
い
も
<2
>

で
あ
つ
た(

22〕

。-
總
噸
數
の
上
か
ら
見
て
も•
又
平
：均
噸
數.の
上
か
ら
し
て
も
、
ベ

ケ

ゲ
ン
市
民
の
.そ
れ
が
對
抗
し
得
る
程
度
の
も
の
で
な
れ
つ
た
と
と
明
瞭
で
あ

ら

ぅ

。そ
し
て
旣
述Q.

價

格

革

命

の

影

響

は

、

こ

©'
ベ
ル

.
,-..f 

•
;
-

,•
- 

... • 

++,
 

. 

. 

. 

..

二‘
'
*
.
' 

........ 

.■• 

.... 

. 

.

.

.

•;
•••
'
•
>
.
. 

.. 

;
-

;•
.- 

/ 

, 

.
 

.
 
.
 
.
 

,

ゲ
ン
市
民
の
.ハ
ン
ザ
勢
カ
踮
迫
の
勢
を
可
成
り
阢
止
し
た
の
で
あ
つ
た
。

.

.

- 

ソ 

,

然
し
な
.が
ら
，
十
六
世
紀
は
斯
か
る
狀
態
を
以
て
終
つ
た
が
、
十
七
世
紀
め
至
.れ
ば
，
< 
ン
ザ
勢
力
の
衰
退
は
蔽
ふ
ぺ
く
も
な
か

つ

た

。 

結
局
和
蘭
商
人
.は
、
こ
の
諾
威
に
於
い
.て
も
ハ
ン
ザ
商
人
を
逐
つ
た
_の
で
あ
る
。
又
一
六
ニ
ニ
^
に
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

r a
.

世
：に
ょ
つ 

て
ハ
ン
ザ
の
特
權
は
廢
棄
せ
ら
れ
た(

28
、

の
み
，な
ら
ず
そ
の
翌
年
に
は
、
ベ
ル
.ゲ
ン
の
大
火
が
あ
り
、
.商
館
は
重
な
る
不
幸
を
經
驗 

せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
，あ
る
。
然
し
べ
ル
ゲ
ン
.商
館
そ
の
も
の
が
北
獨
商
人
‘の
手
か
ら
全
く
離
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
こ
れ
等
ょ
\

り
も
ず
つ
と
後
れ
て
一
七
五
四
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。 

.

.

.

. 

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

■•
*
.

(

1
0

s
c
h
s
p
r
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a
v 

a. 

p
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f

f
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;

o
r
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. Handelmann, 

a
%
a
” 

p 

S
.

结

3
，
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.
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3 
V 
.
Rol
h
l
r
a
v
f
p

Co
，
-

4
4
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w
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6) 

Ebenda, S. 
4
'J
°

.ノ ：
：-

?

)

前
者
は
S

I

十

£

(

九
七
五
丄
芄
〇
〇
年

〕

の
十

i

册
、
後
者
は
第
一
部
八
册a

 

ニ
五
六
I

I
四
三
〇
年)

'*
第
ニ
部
七
册
.

c
i

四
，

三一

七
六
'年r

第
三
部
九
册c

一
 

四
七
七
丨
ー
五
110

年〕

と
第
四
部
第1

卷(

一
五
三
一
ー
三
0
年
>
の
計
一
；
一
：十

I

で
？
I

 

f

第j

册(

一
四
ヨ
四I
四
ニ
年

)

だ
け
で
、
後
者
の
第
四
部
第
一
卷
と
共
に
昨
年
漸
く
上
样
さ
れ
务
に
至
.っ
た
も
の
也
あ
る
0
:
;

獨
逸
r
ノ
ザ
蔌
退
期
に
於
け
る
、ベ
ル
，ゲ
ン
の
商
_
に
就
ぃ
て
.:■
七

九

2

六
六
.五
V



输
逸
ハ
v
s

退
别
.に
於
け
5-

ル
ゲ
ン
の
.商
業
に
就
ぃ
.て

、. 

A.0
 

. 

C
I

六
六
六〕

(

8-
> 

Il5hlk, 

a. 

a. 

<
X

 S
.

翁
•€»
•

:
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:

.

(
C
o

 

E
b
l
,

 s. 5
L

代
官
は
ハ
ン
ザ
商
館
の
有
力
姦
银
者
と
し
て
現
：̂
れ
る
こ
と
勘
く
な
か
つ
たo-

例
べ
ば
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ッ
•
レ
ン
ゲ
も 

H

ス
.ヶ
•
ビ
ル
デ
も
可
成
り
の
船
舶
を
所
荷
し
て
居
た
し
.ハ

脅

I

s
 

B

I 

N

i

l
 

v
l
l
s
c
h
a
f
t

1

A
l
n
g

 der 

I
, 

s
a
p
l
d
e

 bis zur 

o

n

 mlt besonderer B
l
k
s
i
c
h
t
i
g
l

 

de,r i
n
t
e
r
n
l
l
n

 

H
l
l
e
z
i
e
h
l
e
?

 T
I
.
1
.
Jeg. 

1916. 

s. m
)

艾
-i

五
四
二
年
代
官
ク
リ
ス
ト
ォ
？

フ
ィ
ト
フ
ェ
ル
I

ア
グ
ェ
ン
タ
ァ
の
商
人
と
結
ん
で
、
麗
や
ド
ロ
ン
ト
ハ
イ
ム

等
へ

の 

.•交
易
に
そ
の
所
有
船
舶
を
提
供
し
て
居
る
。(v

g

一• Ni
e
d
e
r
l
s
c
h
c

 

A

f
 

1
 Urkunden zur Geschichte der Hanse u

nd 

I 

d
o
?

H 

OS.
 

. 

■ 

.
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1 1〕
R5hlk, a. a

.

p.
s
.cn
.0
0

. 

、 

C12) 

Ebenda, s. 54. 

.

.

.
I

 ;

こ
れ
に
就
ぃ
.て

は

前

靈

學

n
囊

纏

に

#

し
て
故
國
獨
逸
に
麗
し
た
手
丁
_

は
、
五
十
九
名(

靴
エ
ニ
四
、
仕
立
エ
二
三
、
.

I

H

肺
三
、
欝
裁
斷
エ
一
,

パ
ン_

，
毛f

 

エ
ニ)

で
あ
っ
て
、
醫

せ

.る
七
十
名
は
、

一
 

0

i

<

0

0

s

0

^

^

Q

f
 

p
.
. 

p
. 

o

,
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'
:
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o
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>
e
c
h

; T
e
c
h
e
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D
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f
i
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s
M
^
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